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はじめに

　ふじみ野市は平成１７年１０月の合併により新たな歴史を歩みはじめました。

　市内には、権現山古墳群や福岡河岸記念館、復元大井戸跡や旧大井村役場庁舎など、多く

の文化財が存在し、２万数千年前の旧石器時代から現代までの永い歴史をみることができま

す。それぞれに特色のある地域の歴史も、一つの大きな流れとして捉えると、改めてこの地

域の繋がりや関係の深さを感じます。そして、現在のふじみ野市も歴史的に大きな画期にあ

るといえます。

　ふじみ野市は、都心から 30km 圏内という立地条件にあるため、昭和 30 年代ごろから急

激な開発の波が押し寄せ、企業の工場や研究所の進出、住宅の建設ラッシュ、大規模都市基

盤整備事業が計画・実施されました。人口の増加も伴って周辺の自然・社会の環境は大きな

変化をしてきました。そして今、合併により更なる変貌を遂げようとしています。

　今回、市内で発掘調査された成果を一冊の冊子にまとめることが出来ました。発掘調査の

成果は、近年の開発ラッシュに伴う店舗や住宅建設によるものが主体です。永い歴史の中で

繰り返し住まいの地として利用されるということは、いつの時代でも、ふじみ野の地が住み

良い土地であることの証明ともいえます。

　本書は、民間の開発事業者からの委託を受けて実施した、「市内遺跡発掘調査」の成果を記

録した報告書です。将来にわたってこれらの資料を、地域の文化・歴史を学ぶ糧として広く

皆様方に活用していただければ幸いです。

　おわりに、土地所有者、開発関係者の皆様には多大なご負担と、ご協力を賜りました。地

域の文化財保護・保存についてのご理解をいただいたことに対し深甚なる敬意と感謝を申し

上げます。

　また、調査から本書刊行に至るまで、文化庁・埼玉県教育委員会生涯学習文化財課・市関

係各課・調査関係者の多くの皆様から、ご指導やご協力をいただきました。誌上をもって厚

くお礼と感謝を申し上げます。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　����　　教育長� �矢島　秀一　
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５．本書作成にあたっての作業分担は次のとおりである。

����　本文執筆及び遺構・遺物観察表：高崎直成

　　石器実測の一部を（株）東京航業研究所に委託した。放射性炭素年代測定に関しては㈱古環境研究所に委託した。ロ

ーム層層序対比については、パリノ・サーヴェイ（株）に委託した。

６．各遺跡の調査から報告書刊行にいたるまで下記の諸氏・機関より御指導・ご協力を賜った。（敬称略）

　　会田明、天ヶ嶋岳、荒井幹夫、上田寛、越前谷理、大久保淳、大柴英雄、岡田賢治、加藤秀之、梶原勝、梶原喜世子、

神木繁嘉、國見徹、隈本健介、小出輝雄、駒井潔、酒井智晴、桜井信枝、笹森健一、佐藤啓子、佐藤良博、塩野敏和、

鈴木清、高木文夫、田中信、丹治剛、角田史雄、中村愛、原口雅樹、早坂廣人、比嘉洋子、平野寛之、藤波啓容、

　　堀善之、松尾鉄城、松本富雄、水村孝行、柳井章宏、和田晋治

　　埼玉県教育委員会市町村支援部涯学習文化財課、上福岡歴史民俗資料館、大井郷土資料館、（株）東京航業研究所

７．発掘調査ならびに整理作業参加者は下記の皆様である。記して厚く感謝の意を表したい。

����〈発掘調査参加者〉（敬称略）明石千とせ、新井和枝、飯塚泰子、壹岐久子、井上晴江、井上麻美子、臼井孝、大久保明子、

金子君子、川中ひろみ、菊口繁子、小林こずい、西城満期子、　坂本民子、佐久間ひろ子、佐竹里佳、篠崎忠三、

���� � �杉本佳久、鈴木勝弘、関田成美、高貝しづ子、沼澤岩男、野岡由紀子、比嘉洋子、福田美枝子、増沢勝実、山内康代、

米田昇三、若林紀美代

　〈整理作業参加者〉（敬称略）青山奈保美、石垣ゆき子、大久保明子、小林登喜江、鈴木千恵子、須藤さち子、高橋けい子、

丹治つや子、中田藤子

凡    例
１．本書の遺構・遺物挿図の指示は以下のとおりである。

����(1) 縮尺は原則として

��������遺構配置図��1:300����遺構平面図・遺物出土状況図��1:60､1:30����炉などの詳細図��1:30

��������土器実測図��1:4������土器拓影図���1:4������石器実測図���1:4、�2:3����銭���1:1�

����(2) 遺構断面図の水糸高は海抜高を示す。明記していないのは同図版中の前遺構の海抜高に同じ。

����(3) 遺構図における screen-tone の指示、遺物出土状況のドットの指示。

�������撹乱���������������　地山（ロ－ム）����������������　焼土�����������������　木炭　　　　　粘土　　　　　砂利　

　　土器��●���������石器�★���������黒曜石･チャート�▲��������礫�○

����(4) 土器断面図は、■が繊維含有、●が雲母粒を含有する縄文土器を表わしている。

����(5) 土器・陶磁器実測図の中心線が破線の場合は、180 度回転させて復元実測したことを示す。

２．住居跡名は、遺跡内の通し番号である。

３．本報告にかかる出土品及び記録図面・写真等は一括してふじみ野市教育委員会生涯学習課に保管してある。

例      言
１．本書は、埼玉県ふじみ野市内に所在する遺跡群の、発掘調査 3 件の報告書である。

２．民間開発を原因として行なった 3 ヶ所の本調査は、開発原因者から委託を受け、ふじみ野市教育委員会が主体となって

行なった。開発原因者・委託者は次のとおりで、各発掘調査及び整理作業、報告書刊行に伴う費用は各開発原因者の委

託費により行なった。

遺跡名・地点名 委託者 協定期間
松山遺跡第 54地点 柳川俊雄 平成 22年 10月 4日～平成 24年 3月 31日
東久保遺跡第 68 地点 近藤不動産 ( 株 ) 平成 22年 11月29日～平成 24年 3月 31日

神明後遺跡第 41地点 梶君江 平成 22年 6月 14日～平成 24年 3月 31日

４．調査組織
　　調 査 主 体 者　ふじみ野市教育委員会
　　担　　当　　課　生涯学習課文化財保護係　
　　教　　育　　長　矢島秀一（2010.3.19 ～）
　　生涯学習部長　高梨眞太郎（2010.4.1 ～ 2012.3.31）
　　　　　　　　　　綾部　誠（2012.4.1 ～）
　　生涯学習課長兼参事　綾部　誠（2010.4.1 ～ 2012.3.31）
　　生涯学習課長兼副参事　桜井信枝（2012.4.1 ～）
　　文化財保護係長　坪田幹男（2007.4.1 ～ 2011.3.31）
　　　　　　　　　　橋本鶴人（2011.4.1 ～）
　　文化財保護係調査担当者��髙崎直成

調 査 担 当 者　鍋島直久
庶　務　担　当　国分英良
　　　　　　　　柳澤健司
発掘調査員補　越村　篤
嘱　　託　　員　藤牧守絵（2003.4 ～ 2012.3.31）
　　　　　　　　配島結華（2012.4.1 ～）
臨時的任用職員　高橋京子
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�Ⅰ　ふじみ野市の立地と環境

第１章   ふじみ野市の遺跡

Ⅰ  ふじみ野市の立地と環境

ふじみ野市は埼玉県の南西部に位置し、市内には

国道 254 号バイパス、東武東上線、川越街道（国道

254 号線）、関越自動車道といった、交通の幹線が北

西から南東方向に平行して存在する。市内の開発はこ

うした幹線沿いや、東武東上線上福岡駅周辺、ふじみ

野駅周辺を中心に進んでいるが、郊外には畑地や田園

風景も多くみられる。

ふじみ野市を地形的にみると、武蔵野台地縁辺部と

荒川低地の沖積地に大きく分かれる。

武蔵野台地は古多摩川が形成した扇状地で、扇頂部

で標高 �80 ｍ、扇端部は標高 �5 ～ 20 ｍで比高差 �0

ｍ前後の急斜面となって荒川低地と接している。台地

には柳瀬川、黒目川、石神井川等の中河川が荒川低地

へ向かって流れ、深い谷と沖積地を形成し、河川に沿

って多くの遺跡が分布している。他にも多数の小河川

が流れ、台地縁辺を鋸歯状に開析することが多いが、

中には急崖もなく、緩斜面のまま低地に接していくこ

とがある。この緩斜面はもともと低位の段丘面で、低

位台地と呼ばれる。旧大井町地域を南北方向の断面図

で見ると、北と南に高台が続き、その中間に低位台地

( 大井台 ) がある。この大井台の中を 3 本の河川が東

流し、河川の流域に遺跡が集中している。中でも砂川

堀は狭山丘陵に流れを発する中河川で、本来大井台は

この砂川の段丘面と捉えることができる。また、福岡

江川や富士見市との境を流れるさかい川、浄禅寺川な

どの小河川は市内に湧水源をもつ。湧水源は浅い窪地

から発しており、こうした窪地の形成は従来から伏流

水が再湧出したことによるものと、宙水からの流出に

よるものとの二通りが考えられている。

荒川低地は、荒川により形成された沖積地で、ふじ

み野市の北東部から東部にかけて広がる。荒川の支流

であった新河岸川は川越市周辺に水源を発しその流れ

はふじみ野市、富士見市、志木市、朝霞市を経て東京

都にまたがる。武蔵野台地縁辺部を縫うように流れ、

不老川、九十川、福岡江川、砂川堀、柳瀬川、黒目川、

越戸川、白子川などの支川と合流し、現在は東京都北

区で隅田川に合流する。低地部は平坦にみえるが、荒

川や新河岸川の河川改修等で取り残された沼や、氾濫

でできた旧河道（埋没河川）、自然堤防、後背湿地な

どの地形が存在する。

第 1 図　ふじみ野市の位置と周辺の地形
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Ⅱ  市内の遺跡

　ふじみ野市の遺跡分布をみると、台地上の中小河川

沿いと荒川低地部を望む縁辺部、低地部分に分かれ

る。 　　

　市内の主な遺跡を時代順に河川ごとに概観する。

【旧石器時代・縄文時代】 市の北側を流れる川越江川

では、右岸高台に鶴ヶ岡外遺跡、鶴ヶ岡遺跡、八幡神

社遺跡（川越市）が位置し、縄文時代中期の集落であ

る西遺跡へ続く。鶴ヶ岡外遺跡では旧石器時代の石器

群と礫群が出土し、八幡神社遺跡では縄文時代中期の

住居跡などが検出されている。

藤間江川・川越江川が新河岸川に合流する部分、荒

川低地に張り出した舌状台地上に、川崎貝塚として著

名な川崎遺跡が立地する。本遺跡ではローム層中から

ではないが旧石器時代の石器が出土し、縄文時代早

期から後期の住居跡などを検出する。新河岸川は川崎

遺跡を回り込み、低地部で台地東縁を沿うように流れ

る。台地東端は急峻を成し、崖線上には縄文時代中期

のハケ遺跡、学史上著名な前期集落の上福岡貝塚が形

成され権現山遺跡へと続く。台地の南端、市立福岡中

学校周辺はかつて「熊野山」と呼ばれ、湧出した水が

丘上から流れ落ち滝となっていたため「滝地区」の名

称が付いたとされる。清水は長宮氷川神社の裏手（北

側）を北に流れていたが現在は道路となっており、新

河岸川との合流部でその面影を残すのみである。滝遺

跡、長宮遺跡はこの小河川に対峙して立地し、滝遺跡

では前期の遺構と遺物を、長宮遺跡では前期関山期の

集落跡が確認されている。

川越江川の１㎞南には福岡江川が流れ、新河岸川へ

注ぐ。福岡江川の湧水地周辺域に縄文時代中期前半の

集落である亀居遺跡が存在し、対岸にも中期前半の江

川南遺跡がある。この２遺跡と鶴ヶ舞遺跡では、旧石

器時代立川ローム第Ⅳ層の礫群と石器群を検出してい

る。さらに市立亀久保小学校周辺では福岡江川に注ぐ

埋没谷がみられ、東久保遺跡、亀久保堀跡遺跡、東久

保西遺跡、東中学校西遺跡で旧石器時代から縄文時代

中期の遺構と遺物が確認されている。川越江川最下流

の新河岸川との合流部域には、前期集落の鷺森遺跡が

存在する。

　福岡江川の 900 ｍ南には、富士見市との境にさか

い川が流れ、３㎞下流で砂川堀と合流する。流域には

縄文時代中期の拠点集落である西ノ原遺跡の他、�0

第１表　ふじみ野市遺跡一覧表

№ 遺　　 跡　　 名 主　　　な　　　時　　　代 遺跡番号

� 鶴 ヶ 岡 外 遺 跡 旧石器 ､ 縄文早期の集落跡 30-036

2 鶴 ヶ 岡 遺 跡 旧石器 ､ 縄文早期･中期の集落跡 30-047

3 西　　 遺　　 跡 縄文中期の集落跡 25-00�

4 北　 野　 遺　 跡 縄文中期、奈良・平安の集落 25-002

5 川 崎 横 穴 墓 群 古墳後期の横穴墓 25-004

6 川　 崎　 遺　 跡 旧石器 ､ 縄文前期･中期 ､ 古墳前期･中
期 ､ 奈良･平安の集落跡 25-003

7 ハ　 ケ　 遺　 跡 縄文中期の集落跡 ､ 奈良･平安の集落跡 25-005

8 上 福 岡 貝 塚 縄文前期 ､ 古墳前期 ､ 奈良･平安の集
落跡 25-006

9 権 現 山 遺 跡 群
（ 古　 墳　 群 ）

古墳前期の集落跡･古墳群、縄文中期、
奈良・平安の集落 25-007

�0 滝　　 遺 　 跡 縄文時代、古墳前期･中期 ､ 奈良･平安、
近世の集落跡 25-008

�� 西 原 遺 跡 縄文の散布地 25-025

�2 長　 宮　 遺　 跡 縄文前期 ､ 中･近世の集落跡 25-009

�3 亀　 居　 遺　 跡 旧石器 ､ 縄文前期･中期の集落跡 30-030

�4 鶴 ヶ 舞 遺 跡 旧石器 ､ 縄文中期 ､ 奈良･平安の集落跡 30-046

�5 富 士 見 台
横 穴 墓 群 古墳後期の横穴墓 25-0��

�6 福　　 遺　　 跡 古墳後期の横穴墓 25-023

�7 松　 山　 遺　 跡 奈良･平安、中・近世の集落跡 25-0�0

�8 天 神 廻 遺 跡 古墳中期の散布地 25-0�8

�9 城　 山　 遺　 跡 中･近世の館跡 25-0�9

20 川　 袋　 遺　 跡 奈良･平安の散布地 25-020

2� 江 川 南 遺 跡 旧石器 ､ 縄文中期 ､ 中･近世の集落跡 30-007

22 江 川 東 遺 跡 奈良･平安 ､ 近世の集落跡 30-045

23 東 久 保 遺 跡 旧石器 ､ 縄文中期 ､ 近世の集落跡 30-009

24 亀久保堀跡遺跡 中世の堀跡 30-006

№ 遺　　 跡　　 名 主　　　な　　　時　　　代 遺跡番号

25 東 久 保 西 遺 跡 旧石器 ､ 縄文早期･中期 ､ 近世の集落跡 30-042

26 駒　 林　 遺　 跡 近世の堀跡・中世の墳墓 25-0�3

27 福 岡 新 田 遺 跡 縄文時代の散布地、中・近世寺院 25-0�5

28 鷺　 森　 遺　 跡 縄文前期の集落跡 25-0�7

29 伊 佐 島 遺 跡 古墳前期 ､ 平安の集落跡 25-02�

30 東中学校西遺跡 縄文早期･中期、近世の集落跡 30-008

3� 東 久 保 南 遺 跡 旧石器 ､ 縄文早期･中期 ､ 近世の集落跡 30-032

32 西 ノ 原 遺 跡 旧石器 ､ 縄文早期･中期･後期 ､ 奈良･
平安～近世の集落跡 30-00�

33 中 沢 前 遺 跡 旧石器 ､ 縄文早期･中期、近世の集落跡 30-044

34 神 明 後 遺 跡 旧石器 ､ 縄文早期～後期 ､ 奈良･平安
～近世の集落跡 30-04�

35 苗間東久保遺跡 旧石器 ､ 縄文早期～後期 30-020

36 浄 禅 寺 跡 遺 跡 旧石器 ､ 縄文早期･中期 ､ 中･近世の集
落跡、近世寺院跡 30-022

37 小 田 久 保 遺 跡 旧石器 ､ 縄文早期～中期 ､ 中･近世の
集落跡 30-040

38 大 井 宿 遺 跡 近世～近代の宿場跡 30-0�0

39 大井氏館跡遺跡・
大 井 戸 遺 跡

旧石器 ､ 縄文前期･中期 ､ 中･近世の集
落跡 30-037

40 本　 村　 遺　 跡 旧石器 ､ 縄文早期～後期 ､ 中･近世の
集落跡 30-034

4� 西　 台　 遺　 跡 旧石器 ､ 縄文中期 ､ 奈良･平安、近世
の集落跡 30-039

42 大 井 戸 上 遺 跡 旧石器 ､ 縄文前期･中期 ､ 近世の集落跡 30-0�4

43 東　 台　 遺　 跡 旧石器 ､ 縄文早期～後期 ､ 奈良･平安
～近世の集落跡 ､ 製鉄遺跡 30-024

44 大 井 宿 木 戸 跡 近世～近代の宿場跡 30-048

45 石    塔    畑 中世の散布地 30-027
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遺跡が存在する。旧石器時代の遺跡は西ノ原遺跡、中

沢前遺跡、中沢遺跡・外記塚遺跡（富士見市）で立川

ロームⅢ層～Ⅹ層の遺物が確認されている。縄文時代

中期～後期の集落は時代を追うごとに、上流から下流

域へ集落の拠点を移していく傾向がみられる。 

 さかい川の 800 ｍ南に、都市下水道と化した砂川堀

が流れる。砂川流域は大きく３ヶ所の地域で遺跡分布

がみられる。砂川最上流域の狭山丘陵裾部、伏流水と

なりはじめる中流域、一旦地中に姿を消したあと再び

湧水してくる下流域である。下流域のふじみ野市地域

では、砂川右岸が段丘となり５～６ｍの急崖を形成す

る。この高台上には縄文時代中期の拠点集落である東

台遺跡があり、旧石器時代の遺跡も西台遺跡から東台

遺跡まで連綿と続く。 一方砂川左岸の低位台地では、

市内で最古の時期であるＡＴ降灰前 ( 立川ローム第Ⅶ

層 ) の石器を本村遺跡の微高地上から検出する。縄文

時代中期には上流の小田久保遺跡で小規模な集落がみ

られ、本村遺跡では炉穴、落とし穴が散在するのみで

ある。

【弥生・古墳時代】 荒川低地を流れる新河岸川の自然

堤防上に、弥生時代後期の環濠集落である伊佐島遺跡

が立地する。新河岸川右岸、舌状台地崖線上の東端に

立地する権現山遺跡は、縄文時代から中世までの複合

遺跡で、縄文時代の住居跡も存在するが、主体は遺跡

北東部と北西端に築造された古墳群と、古墳時代前期

から奈良・平安時代にかけての集落跡である。北東部

に築造された古墳時代前期の古墳群（埼玉県指定史跡

権現山古墳群）は、方墳 �� 基の他に古墳時代初期の

前方後方墳（2 号墳）� 基である。また権現山古墳群

北西端の台地縁辺部には、古墳時代中期の古墳群（通

称権現山北古墳群）3 基がある。他に古墳時代の集落

は川崎遺跡と上福岡貝塚、滝遺跡で確認されている。

【飛鳥・奈良・平安時代】　7 世紀には、前述の舌状台

地の西側、川崎遺跡の南西隣に川崎横穴墓群、さらに

南約 �.5 ㎞の台地南側の崖線に、富士見台横穴墓群が

存在する。集落は川崎遺跡、滝遺跡、松山遺跡、長宮

遺跡など一段低い段丘面に展開し、川崎遺跡は �0 世

紀前半まで、滝遺跡、松山遺跡は 9 世紀後半ごろま

で続く。

8 世紀代には前述の他、ハケ遺跡、上福岡貝塚、権

現山遺跡、神明後遺跡、東久保南遺跡などで住居跡を

検出する。8 世紀中葉から 9 世紀前半まで、砂川堀右

岸の台地縁辺部に東台遺跡の大規模な製鉄遺跡が現わ

れ、周辺の遺跡でも木炭窯などが確認されている。さ

らに 9 世紀以降 �0 世紀までは伊佐島遺跡、東台遺跡、

西ノ原遺跡などで住居跡を検出している。

またハケ遺跡からは銙帯金具が、川崎遺跡からは瓦

塔片と布目瓦などが出土しており注目される。

【中世】駒林遺跡では �4 世紀代に造立された板碑の

下に、蔵骨器が埋納された葺石墳墓を検出した。また

本遺跡を囲む堀跡状の溝覆土層中から、荼毘跡などが

確認されている。長宮遺跡、松山遺跡、本村遺跡な

どでは �3 ～ �6 世紀代の遺物を伴う遺構を検出する。

特に本村遺跡では遺構を多数検出し、�5 世紀以降中

世集落が発展したと思われる。

�6 世紀後半から �7 世紀前半では川崎遺跡、長宮

遺跡、松山遺跡、神明後遺跡、浄禅寺跡遺跡などで屋

敷地とみられる遺構を検出し、「新田」といった地名

と共に開発の歴史を偲ばせる。特に城山遺跡は荒川低

地の自然堤防上に立地し、周囲を方形に堀跡で囲む中

世から近世の居館跡と思われる。

　また、松山遺跡、駒林遺跡、亀久保堀跡遺跡、神明

後遺跡では時期不詳の長大な堀跡が検出されている。

【近世】近世以降の遺跡は、多数の遺跡で遺物などが

確認されている。主な近世遺跡の分布は中世村落か

ら続く集落跡や、街道沿いの宿場や新河岸川の河岸

跡、寺院跡などにみられる。中でも、川越街道沿い大

井宿の範囲にある大井氏館跡遺跡、大井戸上遺跡や大

井宿遺跡、亀久保村地蔵院の江川南遺跡、旧苗間村の

寺院跡である浄禅寺跡遺跡、長宮氷川神社周辺の長宮

遺跡、新河岸舟運で栄えた福岡河岸の福田屋などでま

とまった遺構と遺物が確認されている。また鷺森遺跡

で、近・現代の盛り土の中から陶磁器が多数出土して

いるが、埋め立ての為に他から持ち込まれた可能性が

ある。

　近世以降では、昭和初期の旧日本陸軍の軍需工場で

ある造兵廠東京工廠福岡工場（通称火工廠）の跡地で、

防爆土塁・防空壕・水溜・消火栓・排水枡などの遺構

や遺物が、近年の調査で確認されている。



5Ⅰ　遺跡の立地と環境

第 2 章  松 山 遺 跡 第 5 4 地 点 の 本 調 査

第 3 図　松山遺跡の地形と調査区（1/4,000)

Ⅰ 遺跡の立地と環境

松山遺跡は、亀居遺跡付近を湧水源とする福岡江川

の左岸、武蔵野台地の一段低い立川段丘面に立地して

いる。東側は荒川低地の沖積地と接し、標高９～ 10

ｍ前後の微高地を形成する。遺跡の範囲は南北 500

ｍ、東西 600 ｍ以上ある。宅地開発されるが部分的

に畑が残っている。

周辺の遺跡は、すぐ北側に縄文時代早期～後期、飛

鳥時代および中近世にわたる長宮遺跡、福岡江川を挟

んだ対岸には福岡新田遺跡、同じく対岸の 250 ｍ南

東側には、縄文時代前期集落の鷺森遺跡がある。また、

西方 350m 前後に比高差９ｍを持ってそびえる台地

の南東崖面には富士見台横穴墓群が望まれる。

1978 年の宅地造成に伴う緊急調査で奈良時代の住

居跡を検出したのをはじめ、宅地造成などにより 105

ヶ所で調査が行われている。主たる時代と遺構は、長

宮遺跡と接した北寄りに飛鳥時代の住居跡、遺跡中央

の東西 240m、南北 210m 程度の範囲に奈良・平安時

代の住居跡・掘立柱建物跡・井戸跡、中近世以降の溝・

井戸跡などである。特に溝・井戸等の中近世の遺構は

東側の低地へも広がりを見せており、遺跡範囲の変更

増補を行った。



6 第 2 章　松山遺跡第 54 地点の本調査

第 2 表　松山遺跡調査一覧表

地点 所在地 調査期間
( ) は試掘調査

面積 (
㎡ ) 調査原因 確認された遺構と

遺物
所収報告書

1 次 松山 2-5-4 1978.10.14 ～
11.6 479 住居跡 2、 埋蔵文化財の調査（Ⅰ）

2 次 松山 2-6-7 1979.4.26 ～ 5.1 161 住居跡１、土師器 埋蔵文化財の調査（Ⅱ）

3 次 築地 3-1-20 1979.8.7 ～ 16 733 住居跡１、土器 埋蔵文化財の調査（Ⅱ）

4 次 松山 2-6-9 1982.9.13 ～ 24 277 遺構なし、平安土器 埋蔵文化財の調査（Ⅴ）

5 次 築地 1-1-16 1983.4.20 ～ 28 1,461 住宅建設 なし 埋蔵文化財の調査（Ⅵ）

6 次 松山 2-6-16 1984.8.13 ～ 28 330 住宅建設 溝 1、土坑 5 埋蔵文化財の調査（Ⅶ）

7 次 築地 2-3-19 1986.1.13 ～ 21 237 個人住宅 溝 1 埋蔵文化財の調査（Ⅷ）

8 次 築地 2-4-12 1986.7.1 ～ 8 319 個人資材
置場 平安土器散布他 埋蔵文化財の調査（Ⅸ）

9 次 築地 1-1-50 1987.10.1 ～ 3 288 個人住宅 なし 埋蔵文化財の調査（Ⅹ）

1988 年度
試掘 築地 3-3-4 (1989.1.9,10) 370 住宅建設 なし 埋蔵文化財の調査（11）

1989 年度
試掘 築地 2-3-11 (1989.6.27 ～ 30) 1,342 共同住宅 なし 埋蔵文化財の調査（12）

1990 年度
試掘 松山 2-2-9 (1990.9.7 ～ 12) 304 個人住宅 なし 埋蔵文化財の調査（13）

10 次 築地 2-2-6 1991.10.14 ～ 18 450 個人住宅 平安住居跡（国分
期）２、溝１

埋蔵文化財の調査（14）

11 次 築地 2-1-10 1991.10.18 ～ 21 2,029 宅地造成
平安住居跡（国分
期）１、溝１、土坑
２、井戸状遺構１

埋蔵文化財の調査（14）

1992 年度
試掘（1）

松山 2‐6‐
22,23 (1992.4.17 ～ 24) 567 駐車場 なし 埋蔵文化財の調査（15）

1992 年度
試掘（2） 松山 2‐4‐7 (1992.5.6 ～ 11) 571 駐車場 なし 埋蔵文化財の調査（15）

12 次 松山 2‐3‐11 1992.5.12 ～ 20 393 宅地造成 平安井戸跡１ 埋蔵文化財の調査（15）

13 次 築地 3‐2‐18 1992.5.18 ～ 30 234 宅地造成 平安住居跡１ 埋蔵文化財の調査（15）

14 次 松山 2‐5‐17 (1992.5.21 ～ 30) 432 宅地造成 中世井戸跡２ 埋蔵文化財の調査（15）

1992 年度
試掘（3）

松山 2‐3‐
31,13 (1992.6.12 ～ 18) 871 宅地造成 なし 埋蔵文化財の調査（15）

1992 年度
試掘（4） 築地 1‐3‐17 (1992.6.3 ～ 11) 998 共同住宅 溝遺構、井戸状遺

構
埋蔵文化財の調査（15）

1992 年度
試掘（5） 松山 1‐4‐32 (1992.10.30) 78 共同住宅 なし 埋蔵文化財の調査（15）

1993 年度
試掘（1） 松山 2‐3‐1 (1993.4.5 ～ 16) 509 宅地造成 なし 埋蔵文化財の調査（１６）

15 次 松山 2‐3‐41 1993.4.19 ～ 28 148 個人住宅 平安住居跡１ 埋蔵文化財の調査（１６）

17 次 築地 3‐2‐19 1993.5.10 ～ 24 597 駐車場 古墳末期住居跡１ 埋蔵文化財の調査（１６）

16 次 松山 2‐3‐
43,44 1993.7.2 ～ 15 156 個人住宅 平安住居跡１ 埋蔵文化財の調査（１６）

1993 年度
試掘（3）

築地 3‐1‐
17,31 (1993.10.15 ～ 20) 994 共同住宅 なし 埋蔵文化財の調査（１６）

1993 年度
試掘（4）

築地 2‐5‐2 の
一部 (1993.10.22 ～ 26) 1,246 共同住宅 なし 埋蔵文化財の調査（１６）

18 次 築地 3‐1‐16 1993.12.1 ～ 7 290 駐車場 奈良末～平安住居
跡１

5 年度教育要覧

19 次 松山 2‐5‐9 1994.1.17 ～ 2.3 1,531 貸店舗 平安住居跡２、溝
跡１

遺跡調査会報告書第 3 集
　松山遺跡第 19 次調査
概報

1994 年度
試掘（1） 築地 2‐2‐3 (1994.5.30) 310 分譲住宅 なし 埋蔵文化財の調査（１７）

20 次 築地 1‐2‐4 1994.6.24 ～ 7.1 559 共同住宅
古墳末期竪穴住居
跡１、土師器、須
恵器破片

埋蔵文化財の調査（１７）
, 遺跡調査会報告第 5 集

1994 年度
試掘（3） 築地 2‐4‐7 (1994.8.3 ～ 12) 532 宅地造成 なし 埋蔵文化財の調査（１７）

1995 年度
試掘（1） 築地 3‐1‐9,10 (1995.5.10 ～ 19) 303 宅地造成 なし 埋蔵文化財の調査（１８）

1995 年度
試掘（2） 築地 3‐3‐2 (1995.5.22 ～

6.15) 542 宅地造成 古墳末期住居跡１ 埋蔵文化財の調査（１８）

1995 年度
試掘（3） 築地 3‐2‐23 (1995.10.17 ～ 20) 153 個人住宅 なし 埋蔵文化財の調査（１８）

21 次 築地 3‐2‐23 1995.10.17 ～ 20 378 市道敷設 古墳末期住居跡１ 埋蔵文化財の調査（１８）

1995 年度
試掘（4） 松山 2‐5‐8,16 (1995.12.22) 413 宅地造成 なし 埋蔵文化財の調査（１８）

1996 年度
試掘（2） 松山 2‐2‐1 (1996.7.22 ～ 24) 489 宅地造成 溝１（時期不明） 埋蔵文化財の調査（１９）

1997 年度
試掘（1） 松山 1‐4‐17 (1997.9.11 ～ 18) 591 個人住宅 なし 埋蔵文化財の調査（２０）

22 次 築地 3‐4‐
15,23 1997.12.15 ～ 24 419 個人住宅

平安初頭住居 1、
奈良末期掘立柱建
物３、縄文集石土
坑７、土師器、須
恵器、縄文土器、
墨書土器 1

埋蔵文化財の調査（２０）

1998 年度
試掘（1）

築地 3‐2‐
13,24 (1998.4.16) 240 宅地造成 23 次調査参照 埋蔵文化財の調査（２１）

1998 年度
試掘（2）

築地 3‐2‐23
外 2 筆

(1998.4.17, 5.20
～ 22) 450 宅地造成 なし 埋蔵文化財の調査（２１）

1998 年度
試掘（3,4) 築地 3‐3‐1 (1998.4.20 ～

5.20) 922 宅地造成 中近世溝１ほか 埋蔵文化財の調査（２１）

23 次 築地 3‐2‐24
の一部 1998.5.11 ～ 14 120 個人住宅 奈良後半住居跡１ 埋蔵文化財の調査（２１）

1998 年度
試掘（5) 築地 1‐3‐18 (1998.7.1) 167 個人住宅 なし 埋蔵文化財の調査（２１）

24 次 築地 3‐2‐4 の
一部 1998.9.8 ～ 21 50 農地改良 飛鳥住居跡１ 埋蔵文化財の調査（２１）

1998 年度
試掘（6) 築地 2‐5‐6 (1998.9.1 ～ 4) 363 個人住宅 なし 埋蔵文化財の調査（２１）

25 次 築地 3‐2‐23
外 2 筆 1999.3.3 ～ 12 240 個人住宅 奈良初頭住居跡２ 埋蔵文化財の調査（２１）

1999 年度
試掘（1） 松山 2‐1‐10 (1999.4.16) 166 個人住宅 なし 埋蔵文化財の調査（２２）

1999 年度
試掘（2） 松山 2‐3‐3 (1999.5.6 ～ 12) 340 宅地造成 (

土地分譲 ) 溝１（時期不明） 埋蔵文化財の調査（２２）

1999 年度
試掘（3）

築地 3‐3‐
14,15 (1999.6.22 ～ 24) 778 なし 埋蔵文化財の調査（２２）

1999 年度
試掘（4）

築地 3‐5‐15
の一部 ,24,27 (1999.8.2 ～ 6) 745 ピット５（平安？）埋蔵文化財の調査（２２）

1999 年度
試掘（5） 築地 3‐5‐28 (1999.8.26 ～ 9.1) 331 個人住宅 溝１（時期不明） 埋蔵文化財の調査（２２）

２６次 築地 1‐3‐21
2000.5.15 ～ 6.2
　(2000.4.27 ～
5.12)

627.9 市道設置
井戸 2、竪穴住居
跡 1、土師器、須
恵器、陶磁器片

埋蔵文化財の調査（２３）

2000 年度
試掘（2）

築地 1‐3‐
5,25,27,35 (2000.5.17 ～ 25) 687.3 共同住宅 土坑 1 埋蔵文化財の調査（２３）

２７次
仲 2‐1‐10 の
一部

2000.6.12 ～ 7.3
(2000.5.22 ～ 6.8) 912

共同住宅
及び市道

設置

奈良竪穴住居跡
１、土師器、須
恵器、陶磁器片

埋蔵文化財の調査（２３）

地点 所在地 調査期間
( ) は試掘調査

面積 (
㎡ ) 調査原因 確認された遺構と

遺物
所収報告書

2000 年度
試掘 (4) 松山 2‐2‐5 (2000.10.30) 592 共同住宅 なし 埋蔵文化財の調査（２３）

28 次 築地 1‐1‐28 2001.2.8 ～ 21 165 個人住宅 奈良住居跡１ 埋蔵文化財の調査（２３）

2000 年度
試掘 (5) 築地 3‐1‐28 (2001.2.2 ～ 13) 614

宅地造成
（土地分

譲）

飛鳥～奈良住居跡
１

埋蔵文化財の調査（２３）

2000 年度
試掘 (6) 松山 2‐1‐8,17 (2001.3.21) 174 なし 12 年度教育要覧

2001 年度
試掘（1） 新田 2‐450‐1 (2001.4.12 ～ 13) 204 個人住宅 なし 埋蔵文化財の調査（２４）

2001 年度
試掘（2） 仲 2‐1‐10 (2001.5.8,9,17,18) 168 地区計画

道路 近代以降溝３ 埋蔵文化財の調査（２４）

2001 年度
試掘（3） 築地 3‐4‐10 (2001.5.10 ～ 15) 434 共同住宅 なし 埋蔵文化財の調査（２４）

2001 年度
試掘（4） 仲 1‐1‐2,3,14 (2001.9.12) 694 個人住宅 なし 埋蔵文化財の調査（２４）

2002 年度
試掘（1） 築地 1‐2‐8 (2002.5.20 ～ 23) 978 遺構の所

在確認 竪穴住居跡１ 埋蔵文化財の調査（２５）

2002 年度
試掘（2）

築地 3‐5‐
35,36 (2002.7.11) 248

宅地造成
( 土地分

譲 )
なし 埋蔵文化財の調査（２５）

29 次
築地 1‐2‐8 の
一部 2002.7.2 ～ 8.9 36 個人住宅 竪穴住居跡１ 埋蔵文化財の調査（２５）

2002 年度
試掘（3） 松山 2‐5‐7 (2002.8.5) 358

宅地造成
( 土地分

譲 )
なし 埋蔵文化財の調査（２５）

2002 年度
試掘（4） 築地 1‐3‐28 (2002.8.20 ～ 21) 479 共同住宅 なし 埋蔵文化財の調査（２５）

2002 年度
試掘（5）

築地 1‐3‐
22,25,30 (2002.8.22 ～ 28) 640 遺構の所

在確認
竪穴住居跡１【盛
土保存】

埋蔵文化財の調査（２５）

2002 年度
試掘（6） 松山 2‐6‐5 (2002.9.9) 147 個人住宅 なし 埋蔵文化財の調査（２５）

2003 年度
試掘（1） 本新田 1‐23 (2003.4.16 ～ 21) 1,080 共同住宅 なし 埋蔵文化財の調査（２６）

2003 年度
試掘（2）

築地 3‐5‐3 他
6 筆 (2003.8.19 ～ 20) 2,578 宅地造成 飛鳥竪穴住居跡２

【盛土保存】
埋蔵文化財の調査（２６）

30 次 松山 2‐2‐3 2003.10.3 ～ 10 142 個人住宅 奈良竪穴住居跡１
【調査実施】

埋蔵文化財の調査（２６）

2004 年度
試掘（1）

築地 3‐1‐
16,32 (2004.4.22 ～ 23) 976 宅地造成 なし 埋蔵文化財の調査（２７）

2004 年度
試掘（2） 築地 1‐3‐37 (2004.4.26) 165 個人住宅 なし 埋蔵文化財の調査（２７）

2004 年度
試掘（3） 松山 2‐6‐11 (2004.6.16) 309 宅地造成 なし 埋蔵文化財の調査（２７）

2004 年度
試掘（4）

築地 2‐5‐
14,25,27 (2004.8.5) 280 個人住宅 なし 埋蔵文化財の調査（２７）

2004 年度
試掘（5） 築地 3‐4‐12 (2004.9.6 ～ 8) 911 宅地造成 溝１ 埋蔵文化財の調査（２７）

2005 年度
試掘（1）

松山 2‐2‐4 の
一部 (2005.4.6 ～ 7) 313 土地分譲 なし 市内遺跡群 1

2005 年度
試掘（2）

築地 3‐1‐
32,34,43 (2005.4.19 ～ 21) 549 土地分譲 なし 市内遺跡群 1

2005 年度
試掘（3） 築地 2‐5‐32 (2005.4.28) 132 個人住宅 なし 市内遺跡群 1

31 次 築地 3‐1‐69 2005.6.14 ～ 23　
(2005.6.9 ～ 13) 120 個人住宅 古墳住居跡１　 市内遺跡群 1

2005 年度
試掘（8） 築地 2‐5‐3 (2005.8.30 ～ 9.13) 567 宅地造成 平安住居跡１ 市内遺跡群 1

32 次
築地 2‐5‐3 の
一部

2005.9.8 ～ 13    
(2005.8.30 ～ 9.7) 132 個人住宅 平安住居跡 2 市内遺跡群 1

2005 年度
試掘（5） 築地 2‐5‐36 (2005.10.31) 125 個人住宅 なし 市内遺跡群 1

2005 年度
試掘（4） 松山 2‐4‐23 (2005.10.20 ～ 21) 161 個人住宅 なし 市内遺跡群 1

2005 年度
試掘（6） 仲 1‐4‐26 (2005.11.14) 108 個人住宅 なし 市内遺跡群 1

2005 年度
試掘（7） 松山 2‐5‐21 (2006.2.28) 100 個人住宅 なし 市内遺跡群 2

37
松山 2‐6‐10,
13 (2006.4.13) 228 個人住宅 なし 市内遺跡群 3

38
仲 1‐4‐
3,9,12,13,24 (2006.5.29) 2,176 宅地造成 なし 市内遺跡群 3

39 築地 2‐3‐10 (2007.1.10 ～ 20) 937 宅地造成 なし 市内遺跡群 3

40 築地 1‐1‐5 2007.2.21 ～ 3.9    
(2007.2.2 ～ 8) 1,047 宅地造成 奈良住居跡１、中

世遺構検出
市内遺跡群 3

41 中ノ島 1‐2‐5 2007.2.21 ～ 3.5    
(2007.2.7 ～ 9) 1,281 宅地造成 中世遺構遺物検出 市内遺跡群 3

42 仲 2‐3‐15 (2007.2.13) 108 個人住宅 なし 市内遺跡群 3

43 築地 2‐5‐2 (2007.4.11 ～ 24) 668 分譲住宅 堀跡１、土坑１、
旧石器ナイフ１点

市内遺跡群 4

松山４４ 築地 3-2-10,2-14 (2008.6.9 ～ 11) 132 個人住宅 遺構遺物なし 市内遺跡群 6

松山４５
築地 3-4-7 の一部
外

2008.10.1 ～ 23
(2008.9.4 ～ 30) 390

道路（上
下水道含
む）築造

奈良・平安時代竪
穴住居跡２、掘立
柱建物跡２、竪穴
状遺構 1、時期不
明の溝 10、土坑、
ピット

市内遺跡群 6

松山４６
築地 3-1-33 の一
部 ,1-35 の一部 (2009.2.17) 309 個人住宅 遺構遺物なし 市内遺跡群 6

松山４７ 築地 3-1-52 (2009.5.11,12) 121 個人住宅 ピット 市内遺跡群 8

松山４８ 仲 2-2-34 (2009.7.1) 67 個人住宅 遺構遺物なし 市内遺跡群 8

松山４９
松山 2-6-1、14、
22 の一部

(2009.10.17 ～ 22)
2009.10.27 ～

11.18
449 宅地造成

平安時代竪穴住居
跡 1（住居内鍛冶
炉検出 )、土坑 1、
溝 1、ピット 1

市内遺跡群 7

松山５０ 松山 2-5-3、17 (2009.11.27 ～
12.1) 797 分譲住宅 溝１、ピット 7 市内遺跡群 8

松山５１
松山 2-6-22,23、
28 の一部 (2010.5.10 ～ 13) 360 分譲住宅

(3 区画 )
未報告

松山５２ 築地 2-2-1 (2010.8.26 ～ 9.3) 694 分譲住宅 未報告

松山５３ 築地 3-1-11 (2010.9.10 ～ 9.21) 205 個人住宅 未報告

松山５４
築地 3-1-6，76
～ 83

2010.10.4 ～ 11.5
(2010.9.21 ～ 10.1) 540 宅地造成 奈良時代竪穴住居

跡 3
市内遺跡群 9

松山５５
松山 2-4-24 の一
部

2011.1.18 ～ 1.31
(2011.1.17) 226 個人住宅 未報告



7Ⅰ　遺跡の立地と環境

第
4

図
　

松
山

遺
跡

遺
構

分
布

図
（

1/
3,

00
0）



8 第 2 章　松山遺跡第 54 地点の本調査

Ⅱ 本調査にいたる経過と調査の概要

調査は宅地造成に伴うもので、原因者より 2010 年

9 月 3 日付けで「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ野

市教育委員会に提出された。申請地は遺跡中央のやや

南側に立地し、調査区西側隣接地で奈良・平安時代の

住居跡を検出しているため、申請者と協議の結果、遺

構の存在を確認するために試掘調査を実施した。

　試掘調査は 2010 年 9 月 21 日から 10 月 1 日まで

行った。幅約 1 ～ 2 ｍのトレンチ 5 本を設定、重機

で表土除去後、人力による表面精査を行った結果 , 奈

良・平安の竪穴住居跡 3 軒を検出したため遺構の取

り扱いについて事業者と再協議した。その結果、西側

で検出した 1 軒（H38 号住居跡）については盛土保

存の措置をとったが、残り 2 軒（Ｈ 37・Ｈ 39 号住

第 3 表　松山遺跡古代住居跡一覧表　　( 単位 cm)
住居
番号

調査
年度 調査名 調査率 平面形　　

（　）は推定 規模 炉 設置壁 カマド 周溝 主軸方位 時期 備考 文献カマド K 規模　㎝
1 1978 第１次 1 号住 完掘 正方形 390 × 380 Ｋ 東 110 × 75 ○ 国分前半 埋蔵文化財の調査（Ⅰ）

2 〃 第１次 2 号住 完掘 台形 360 × 320 Ｋ 東 120 × 85 ○ 国分前半 〃

3 1979 第 2 次 3 号住 2/3 （方形） 350 ×  × 10 Ｋ 東 一部 国分後半 埋蔵文化財の調査（Ⅱ）

4 〃 第 3 次 4 号住 完掘 方形 530 × 475 Ｋ 北 200 × 100 ○ Ｎ－ 14 －Ｅ 国分後半 〃

5 1991 第 10 次 5 号住 完掘 長方形 230 × 350 Ｋ 北→東 ○ ９Ｃ２四半期 埋蔵文化財の調査（14）

6 〃 第 10 次 6 号住 2/3 方形 340 × 300 Ｋ 東 ○ ９Ｃ２四半期 〃

7 〃 第 11 次 7 号住 完掘 正方形 　400 × 400 遺存状
態悪い ○ ８Ｃ４四半期 〃

8 1992 第 13 次 8 号住 3/4 （方形） 　400 × Ｎ－ 10 －Ｅ ８Ｃ３四半期 埋蔵文化財の調査（15）

9 1993 第 15 次 9 号住 完掘
長方形
長方形
方形

260 × 300 →
420 × 310 →
440 × 350

東→北 ○ ９Ｃ１四半期
鉄鉢型須恵

器出土
埋蔵文化財の調査（16）

10 〃 第 16 次 10 号住 1/3 正方形 560 × 560 Ｋ 北 130 × 80 ○ ８Ｃ４四半期 〃

11 〃 第 17 次 11 号住 完掘 方形 600 × 600 Ｋ 北 ○ 最大住居 ７Ｃ４四半期
黒色土師器

出土
〃

12 〃 第 18 次 12 号住 完掘 方形 400 × 320 Ｋ 北 （○） ８Ｃ４四半期 〃と市史

13 1994 第 19 次 13 号住 完掘 長方形 450 × 300 Ｋ 北 ○ Ｎ－ 5 －Ｅ ９Ｃ１四半期 松山遺跡第 19 次調査
概要

14 〃 第 19 次 14 号住 完掘 長方形 450 × 500 Ｋ 東→北 ○ Ｎ－ 5 －Ｅ ９Ｃ１四半期 土錘出土 〃

15 〃 第 20 次 15 号住 完掘 長方形 370 × 470 Ｋ 北西 70 × 70 ○ ７Ｃ４四半期 松山遺跡第 20 次の調査

16 1995 7 年試掘 (2) 16 号住 Ｎ－ 20 －Ｗ ６Ｃ 未報告

17 〃 第 21 次 17 号住 完掘 長方形 480 × 400 Ｋ 北 ○ ７Ｃ４四半期 埋蔵文化財の調査（19）

18 1997 第 22 次 18 号住 完掘 長方形 240 × 460 Ｋ 東 90 × 60 ○ Ｎ－ 50 －Ｅ ８Ｃ末 埋蔵文化財の調査（20）

〃 第 22 次 1 号掘立 部分 長方形 東西５間　南
北３間

８Ｃ末～
９Ｃ初

〃

〃 第 22 次 2 号掘立 部分 長方形 東西 2 間　南
北 2 間

８Ｃ末～
９Ｃ初

〃

〃 第 22 次 3 号掘立 部分 長方形 （東西 2 間）　
南北 3 間　

８Ｃ末～
９Ｃ初

〃

19 1998 第 23 次 19 号住 4/5 長方形 260 × 290 ○ Ｎ－ 30 －Ｗ ８Ｃ後半 土錘 6 点出土 埋蔵文化財の調査（21）

20 1999 第 25 次 20 号住 ８Ｃ初頭 暗紋土師器 市史通史編

21 〃 第 25 次 21 号住 ８Ｃ初頭 未報告

22 2000 第 26 次 22 号住 完掘 360 × Ｋ 北 ○ ７Ｃ後半 14 年度完掘、
焼失住居

埋蔵文化財の調査（23）

23 〃 第 27 次 23 号住 完掘 台形 600 × 720 Ｋ 北 ○ ８Ｃ半ば 〃

24 2001 第 28 次 24 号住 1/2 340 × Ｋ 北西 ○ ８Ｃ中葉 埋蔵文化財の調査（24）

25 2000 12 年度試掘 5 2/3 遺存状
態悪い

埋蔵文化財の調査（23）

26 2002 第 29 次 26 号住 完掘 長方形 420 × 360 Ｋ 北 ○ ７Ｃ後半 埋蔵文化財の調査（25）

27 2003 15 年度試掘 27
号住 一部 （盛土保存） プランのみ

確認
埋蔵文化財の調査（26）

28 〃 15 年度試掘 28
号住 1/2 （盛土保存） プランのみ

確認
〃

29 〃 第 30 次 29 号住 完掘 長方形 360 × 420 Ｋ 東 ○ ９Ｃ前半 〃

30 2005 第 31 次 30 号住 完掘 長方形 360 × 600 Ｋ 北 ○ 土錘出土 市内遺跡群１

31 〃 第 32 次 31 号住 完掘 長方形 380 × 330 Ｋ 東 ○ Ｓ－ 65 －Ｅ ９Ｃ中葉 〃

32 〃 第 32 次 32 号住 1/2 長方形 東西 4 ｍ×南
北 3 ｍ以上 Ｋ 東 ○ Ｓ－ 85 －Ｅ 〃

33 2006 40 地点 H33 号住 完掘 方形 455 × 420 Ｋ 北 98 × 154 ○ Ｎ－ 5 －Ｅ ８Ｃ後半 市内遺跡群 3

34 2008 45 地点 H34 号住 完掘 方形 364 × 361 Ｋ 東 122 × 125 ○ Ｎ－ 96 －Ｅ 市内遺跡群 6

35 2008 45 地点 H35 号住 1/2 （方形） 504 × (222) ○ 焼失住居 〃

36 2009 49 地点 H36 号住 完掘 方形 280 × 290 K 東 105 × 100 ○ Ｎ－ 92 －Ｅ ８Ｃ後半 鍛冶炉 1 市内遺跡群 7

37 2010 54 地点 H37 号住 完掘 方形 434 × 524 K 北 70 × 86 ○ Ｎ－ 13 －Ｅ ８Ｃ１四半期 市内遺跡群 9

38 2010 54 地点 H38 号住 一部 方形 (440) × 468 K 東 95 ○ Ｎ－ 107 －Ｅ ８Ｃ１四半期 プラン確認 〃

39 2010 54 地点 H39 号住 完掘 方形 336 × 459 K 北 79 × 101 ○ Ｎ－ 4 －Ｅ ８Ｃ１四半期 〃

居跡）については原因者負担による本調査を実施する

こととなった。市教育委員会は原因者と発掘調査に係

わる委託契約を締結した上で、2010 年 10 月 4 日か

ら同年 11 月 5 日まで本調査を行った。なお、旧石器

時代の確認調査はしていない。

　調査は遺構を確認した範囲の表土を重機により除去

し、人力による表面精査で遺構範囲を確認した。遺構

調査は人力で覆土を除去しつつ出土遺物を残し、土層

図・遺物出土状況図・遺構平面図・調査区域図の測

量と写真撮影を行った。測量は遺構毎に測量用の方眼

杭を打ち、遣り方測量を行い、調査区域図は平板測量

で実測した。検出した遺構は奈良時代の竪穴住居跡 3

軒である。
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第 5 図　松山遺跡第 54 地点遺構配置図（1/300）、土層図（1/150)

Ⅲ　遺構と遺物

（１）住居跡

　奈良時代の竪穴住居跡 3 軒を検出した。

① H37 号住居跡

　調査区の中央に位置し、遺跡全体の分布では南部に

位置する。溝状遺構（イモビツ）と撹乱 ( ゴミ穴 ) に

南西部分を壊されている。

　主軸方位はＮ－ 13°－Ｅ、北壁中央に竈を備える。

平面形態は長方形、規模は主軸方位の南北で 4.34 ｍ、

東西 5.24 ｍ、確認面から床面までの深さ 0.43m である。

竈は、壁から外への張出が 0.35m、住居内側へは

粘 土 を 用 い た 袖 が 0.35m 残 る。 主 軸 方 向 の 奥 行 き

0.7m、幅 0.86m、袖部の厚さ 0.16 ｍを測る。竈は左

右両壁と奥壁が焼けて赤化する。

竈の堀方は主軸方向 1.06 ｍ、幅 0.81 ｍ、床面から

の深さ 0.08 ｍである。竈覆土からは土師器甕の破片

が出土した。

ピットは 9 ヶ所確認した。Ｐ１～Ｐ４が主柱穴と

思われる。規模は別表のとおりで、柱穴の芯間距離は

Ｐ１－Ｐ２、Ｐ２－Ｐ３、Ｐ３－Ｐ４が 2.15 ｍ、Ｐ

４－Ｐ１が 2.45 ｍである。東西の壁からＰ１～Ｐ４

までの距離は 1.35 ～ 1.45 ｍでほぼ一定である。

Ｐ６は南壁中央近くにあり、周辺の床面は硬化して

いる。入口施設に関連する可能性がある。

Ｐ７とＰ８は竈の両側にあり、ともに焼土混じりの

粘土が充填していた。竈構築土が崩れて埋ったと思わ

れる。

周溝は四面全ての壁際に巡る。幅 20 ～ 35 ㎝、深

さ 15cm 前後である。

床面は全面平坦で、竈の前と南側壁際が特に硬化し

ている。また、竈前の硬化面下、掘方面に 0.6×0.4

ｍの範囲で焼成面がある。

壁は垂直に立ち上がる。

掘方は四隅が深くなる。また、住居中央のＰ１から

Ｐ４にかけて円弧を描く溝状の掘り方がある。

遺物出土状況は北東隅や竈内に若干多く出土し、全

体としては東側にやや偏在している。また、南壁際

に礫が出土する。土師器片 99、須恵器片 3、石器 2、

縄文土器片 4、礫 2 が出土した。

時期は出土遺物から 8 世紀第１四半期。
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第 6 図　松山遺跡第 54 地点 H37 号住居跡（1/60）
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第 7 図　松山遺跡第 54 地点 H37 号住居跡掘方・遺物出土状況図（1/60）
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第 8 図　松山遺跡第 54 地点 H37 号住居跡竈・掘方・遺物出土状況図（1/30）
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第 9 図　松山遺跡第 54 地点 H38 号住居跡・遺物出土状況図（1/60）

② H38 号住居跡

　調査区の西側に位置し、遺跡全体の分布では南部に

位置する。溝状遺構（イモビツ）に一部壊されている。

なお、本住居は盛土保存の措置をとったため、サブト

レンチを入れて深さと規模を確認したに留めた。ま

た、住居西側は調査区域外へ延長しており、立ち上が

りは確認していない。

　主軸方位はＮ－ 107°－Ｅ、東壁南寄りに竈を備え

る。平面形態は方形、規模は主軸方位の東西で 4.40

ｍ以上、 南北 4.68 ｍ、 確認面から床面までの深さ

№ 平面形態 確認面 底面 深さ 備考

P1 方形 36 × 31 19 × 17 40

P2 方形 28 × 24 16 × 11 39

P3 方形 22 × 18 5 × 3 52

P4 円形 31 × 29 15 × 13 47

P5 方形 21 × 20 13 × 11 14

P6 円形 33 × 29 15 × 12 15

P7 楕円形 74 × 65 17 × 8 22

P8 楕円形 92 × 71 64 × 43 15

第 4 表　松山遺跡 H37 号住居跡ピット一覧表　　( 単位㎝ )
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第 10 図　松山遺跡第 54 地点 H39 号住居跡（1/60）

0.58m である。

　竈は壁から外への張出で 0.95m を測る。

　遺物出土状況は、床直に近い状態で検出した。土師

器片 16、須恵器片 2、縄文土器片 3 が出土した。

　時期は出土遺物から 8 世紀第１四半期。

③ H39 号住居跡

　調査区の中央南側に位置し、遺跡全体の分布では南

部に位置する。溝状遺構（イモビツ）に竈の一部が壊

されている。

　主軸方位はＮ－ 4°－Ｅ、北壁中央に竈を備える。
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第 11 図　松山遺跡第 54 地点 H39 号住居跡掘方・遺物出土状況図（1/60）
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第 12 図　松山遺跡第 54 地点 H39 号住居跡竈・掘方・遺物出土状況図（1/30）
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第 5 表　松山遺跡第 54 地点出土遺物観察表　　( 単位㎝ )

図版
番号

掲載
番号 遺構名 種別・

器種 口径・長 底径・
幅

器高・
厚 技法 / 文様 / その他 石材 /

推定生産地
推定年代・

時期
残存 /
備考

1 H37 号住居
跡

須恵器・
蓋 － ― － 轆轤成形。天井部左回転調整。つまみ取り付け用の左

回転沈線痕有り / 灰色 / 砂粒（～ 5 ㎜）、注№ 1 南比企？ 8 世紀第 1
四半期

1/2 以下残
存

2 H37 号住居
跡

土師器・
坏 13.9 4.5

粘土紐積上。内面及び内外面口縁部は横撫で。体部外
面横方向のヘラ削り。口唇部内側に沈線巡る。/ 内面
から外面口縁部にかけ赤色塗彩 / 黄褐色・赤褐色 / 砂
粒（～ 3 ㎜）極多量含む / 体部外面に黒斑 / 注№ 39、
45 

8 世紀第 1
四半期

完形

13
・
14
図

3 H37 号住居
跡

土師器・
甕 (19.0) ― ―

粘土紐積上。口縁部横撫で。胴部不明。頚部から口縁
は外反する。/ 橙色 / 砂粒（～ 1 ㎜）極多量含む。輝石、
赤色粒子含む / 注№カマド№ 4

7 世紀末～
8 世紀第 1

四半期
口縁部片

4 H37 号住居
跡

土師器・
甕 ― ― ―

粘土紐積上。口縁部横撫で。胴部外面縦方向のヘラ削
り。頚部は「く」字。/ にぶい橙色 / 砂粒（～ 1 ㎜）
多量含む / 注№ 56

8 世紀第 1
四半期 頚部片

5 H37 号住居
跡

土師器・
台付甕 ― (14.0) ―

粘土紐積上。脚部裾内外面横撫で。外面縦方向の削り。
内面横方向の削り / 橙色 / 砂粒（～ 1 ㎜）、輝石含む
/ 注№カマド№ 5

7 世紀末～
8 世紀

脚部片

6 H37 号住居
跡

土師器・
甕 － (8.2) － 粘土板 / にぶい黄褐色 / 砂粒（～ 1 ㎜）多量含む / 注

№カマド№ 8 8 世紀 底部片

7 H37 号住居
跡

石器・
石皿 － － 4.40 重量 156.2g/ 注№ 15 閃緑岩 一部残

8 H37 号住居
跡

石器・
敲石 8.27 5.33 4.81 重量 303.5gj/ 注№ 54 砂岩 完形

９ H38 号住居
跡

土師器・
甕 (20.0) ― ―

粘土紐積上。口縁部横撫で。胴部外面縦方向のヘラ削
り。頚部は外反 / にぶい橙色 / 砂粒（～ 1 ㎜）多量含
む / 注№ 5、6、７、8

7 世紀末～
8 世紀第 1

四半期

口縁部 1/4
以下

10 H38 号住居
跡

土師器・
甕 (20.0) ― ―

粘土紐積上。口縁部横撫で。胴部外面縦方向のヘラ削
り。頚部は外反 / 橙色 / 砂粒（～ 1 ㎜）多量含む / 注
№ 10

7 世紀末～
8 世紀第 1

四半期

口縁部 1/4
以下

11 H38 号住居
跡

土師器・
甕 ― （9.8） ― 粘土紐積上。外面斜め方向のヘラ削り。内面撫で / に

ぶい橙色 / 砂粒（～ 1 ㎜）多量含む / 注№ 1
8 世紀第 1

四半期
底部 1/4
以下

12 H39 号住居
跡

須恵器・
蓋 (15.0) ― － 轆轤成形 / 黄灰色 / 砂粒（～ 3 ㎜）、海面骨針含む

/ 注№ 5 南比企 8 世紀第 1
四半期

口縁部 1/4
以下残存

13 H39 号住居
跡

土師器・
坏 ― ― ―

粘土紐積上。内面及び内外面口縁部は横撫で。体部外
面横方向のヘラ削り / 橙色 / 砂粒（～ 1 ㎜）多量、輝
石含む / 注№ 20 

8 世紀第 1
四半期

口縁部 1/4
以下残存

14 H39 号住居
跡

土師器・
甑 （31.0） 29,8 （10.8）

粘土紐積上。口縁部横撫で。胴部外面縦方向のヘラ
削り。内面斜め方向の撫で。頚部は外反 / にぶい橙色
/ 砂粒（～ 3 ㎜）多量含む / 注№カマド№ 1 ～４、８、
９、15 ～ 18、22 ～ 28

7 世紀末～
8 世紀第 1

四半期
1/4 残存

15 H39 号住居
跡

土師器・
甕 26.0 ― ―

粘土紐積上。口縁部横撫で。胴部外面縦方向のヘラ
削り。内面縦から斜め方向の撫で。頚部は外反 / にぶ
い褐色 / 砂粒（～ 3 ㎜）多量含む / 注№８、９、19、
28、カマド№ 31、32、33

7 世紀末～
8 世紀第 1

四半期

外面一部
に黒斑。
2/3 残存

16 H39 号住居
跡

土師器・
甕 (23.8) ― ―

粘土紐積上。口縁部横撫で。胴部外面縦方向のヘラ削
り。内面斜め方向の撫で。頚部は外反 / 橙色 / 砂粒（～
1 ㎜）多量含む / 注№カマド№ 30、34

7 世紀末～
8 世紀第 1

四半期

外面一部
にスス付
着。口縁
部残存

17 H39 号住居
跡

土師器・
甕 ― ― 10.5

粘土紐積上。内外面削り後撫で調整。底部ヘラ削り
/ 灰黄褐色 / 砂粒（～ 1 ㎜）多量含む。輝石含む / 注
№カマド№ 14

7 世紀末～
8 世紀第 1

四半期

外面一部
にスス付
着。底部
2/3

18 H39 号住居
跡

土師器・
甕 ― ― (7.4) 粘土板 / にぶい褐色 / 砂粒（～ 1 ㎜）極多量含む / 注

№カマド№ 29

7 世紀末～
8 世紀第 1

四半期

底部 1/2

19 H39 号住居
跡

土師器・
小形壺 12.0 7.0 9.1

粘土紐積上。口縁部横撫で。胴部から底部外面横方
向のヘラ削り。内面横方向の撫で。頚部は外反 / 橙色
/ 砂粒（～ 1 ㎜）多量含む / 注№ 31

7 世紀末～
8 世紀第 1

四半期

外面一部
に黒斑。完
形

20 H39 号住居
跡

鉄製品・
釘 4.2 0.8 0.6 重量 5.26g/ 注№ D 区 2

21 遺構外 土師器・
小形壺 (13.0) ― ―

粘土紐積上。口縁部横撫で。胴部外面縦方向のヘラ削
り。内面撫で / にぶい橙色 / 砂粒（～ 1 ㎜）多量含む
/ 注№３トレ

7 世紀～ 8
世紀

1/4 以下残
存

22 遺構外 土師器・
甕 ― ― (7.6) 粘土紐積上。外面縦方向のヘラ削り。内面撫で / にぶ

い黄褐色 / 砂粒（～ 1 ㎜）多量含む / 注№ H6
7 世紀～ 8

世紀
底部 1/4
以下残存

23 遺構外 銭貨・銅
貨 外径 2.80 ― 厚さ

0.16

重量 6.47g/　鋳造 / 表面「一錢　以百枚　換一圓」裏
面「1SEN・大日本・明治十七年・」（龍はいわゆる波
ウロコ）/ 注№ H3

明治 17 年
(1894) 完形
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第 13 図　松山遺跡第 54 地点 H37・H38・H39 号住居跡出土遺物（1/4）
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第 14 図　松山遺跡第 54 地点 H39 号住居跡・遺構外出土遺物（1/4・1/1）

平面形態は長方形、規模は主軸方位の南北で 3.36 ｍ、

東西 4.59 ｍ、確認面から床面までの深さ 0.23m であ

る。

竈 は、 壁 か ら 外 へ の 張 出 が 0.18m、 住 居 内 側 へ

は粘土を用いた袖が 0.6m 残る。主軸方向の奥行き

0.79m、幅 1.01m、袖部の厚さ 0.40 ｍを測る。竈の

袖部には 1 個体分の土師器甕を割り、破片を両袖に埋

め込んでいた。

竈の堀方は主軸方向 0.75 ｍ、幅 0.7 ｍ、床面から

の深さ 0.15 ｍである。

ピットはない。周溝は四面全ての壁際に巡る。幅

18 ～ 30 ㎝、深さ 10cm 前後である。

壁はほぼ垂直に立ち上がる。

掘方は四隅が深くなる。

遺物出土状況は住居跡中央や竈内に若干多く出土し

ている。また、南壁近くに土師器小形壺が完形で出土

する。土師器片 87、須恵器片 3、鉄製品 1、礫 3 が

出土した。

時期は出土遺物から 8 世紀第１四半期。
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第 3 章  東 久 保 遺 跡 第 68 地 点 の 本 調 査

第 15 図　東久保遺跡の地形と調査区（1/4,000)

Ⅰ 遺跡の立地と環境

 東久保遺跡は入間川の支流新河岸川に注ぐ福岡江川

の谷頭部から ､ 約 500 ～ 1,000 ｍ程下った右岸に位

置している。標高 17 ～ 20 ｍで現谷底との比高差は

約３～４ｍを測る。福岡江川の左岸の南面は急傾斜を

成す。本遺跡をのせる右岸の台地は県道東大久保・大

井線を境に南北および西側に緩やかに傾斜する。遺跡

の南側縁辺には用水路が流れており、用水路以前にも

流水があったものと考えられる。

  遺跡周辺は急激な市街化によって工場や住宅、町立

亀久保小学校が建ち、現在は区画整理事業が実施され

今後更に開発が予想される。

  周辺の遺跡は、本遺跡と福岡江川間に平安時代の遺

物を出土する江川東遺跡が位置する。西側約 50 ｍに

江川南遺跡、南側に隣接して亀久保堀跡遺跡が位置す

る。

  本遺跡の調査は 1976 年以来 2010 年 3 月現在まで、

66 地点で試掘調査および発掘調査が行われている。

  旧石器時代礫群、縄文時代の落とし穴・土坑・集石

土坑等、中 ･ 近世は溝や柵跡が確認されている。

Ⅱ 本調査にいたる経過と調査の概要

調 査 は 分 譲 住 宅 建 設 に 伴 う も の で、 原 因 者 よ り

2010 年 11 月 16 日付けで「埋蔵文化財事前協議書」

がふじみ野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡

中央のやや西側に立地し、調査区北側隣接地で溝跡を

検出しているため、申請者と協議の結果、遺構の存在

を確認するために試掘調査を実施した。

　試掘調査は 2010 年 11 月 22 日から同 26 日まで行

った。幅約 1.5 ～ 2 ｍのトレンチ 6 本を設定、重機

で表土除去後、人力による表面精査を行った結果、縄

文時代の集石と中世以降の溝跡を検出したため遺構の

取り扱いについて事業者と再協議した。その結果、原

因者負担による本調査を実施することとなった。市教

育委員会は原因者と発掘調査に係わる委託契約を締結

した上で、2010 年 11 月 29 日から同年 12 月８日ま

で本調査を行った。なお、旧石器時代の確認調査はし

ていない。

　調査は遺構を確認した範囲の表土を重機により除去

し、人力による表面精査で遺構範囲を確認した。遺構

調査は人力で覆土を除去しつつ出土遺物を残し、土層
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第 6 表　東久保遺跡調査一覧表

地点 所在地 調査期間
( ) は試掘調査 面積 ( ㎡） 調査原因 確認された遺構と遺物 所収報告書

1 亀久保字東久保 285-1 他 (1976.6.29 ～ 7.27) 10,000 亀久保小学校建設 縄文：集石土坑 6 基、土坑 3 基、井戸 2 基、溝 2 本、縄文土器・石器 大井町文化財報告第７集
東久保遺跡

2 亀久保 293-1　他
1994.12.19 ～ 1995.3.23
(1995.5.18 ～ 5.22) 2,472 区画整理道路 中 ･ 近世 : 溝 4 本、ピット 4、土坑 2 基 調査会報告第 14 集

(1996.11.15) 25 水道管埋設 溝 1 本
3 亀久保 284-1 (1996.5.20 ～ 5.29) 270 学童保育所 溝 2 本、柵列 1 本、遺物無し 町内遺跡群Ⅵ

4 亀久保 364-1 (1996.6.7 ～ 6.10)
1996.9.2 ～ 9.4 320 区画整理道路 旧石器礫群 1 基 町内遺跡群Ⅵ・

調査会報告第 14 集

5 亀久保 366 1996.11.22 ～ 1997.3.5 3,314 区画整理道路 土坑 3 基、中世：堀跡 1、溝 2 本、ピット 1 調査会報告第 14 集

6 亀久保 271‐1　

<A 区 >1997.1.20 ～ 2.13
<B 区 >1997.2.24 ～ 3.19 2,309

区画整理道路 縄文：落とし穴２基、集石土坑 1 基、土坑１基、ピット５、溝８本 調査会報告第 14 集
<C 区 >1997.7.24 ～ 7.25
<D 区 >1997.8.6 168

7 （亀久保堀跡遺跡第１地点に変更） 調査会報告第 14 集

8 東久保 18 街区 12 画地 (1997.7.29 ～ 8.2) 305 個人住宅 縄文 : 土坑 2 基、ピット 2 町内遺跡群Ⅶ

9 亀久保 279、280 (1997.8.18 ～ 8.28)
1998.3.1 ～ 5.18 2,117 共同住宅 縄文：集石土坑 5 基、土坑 13 基、ピット 7、近世以降 : 溝 3 本 町内遺跡群Ⅶ・

調査会報告第 14 集
10 東久保 19 街区 (1997.9.2 ～ 10.1) 1,067 分譲住宅 縄文 : 集石土坑 1 基、近世以降 : 溝 1 本 町内遺跡群Ⅶ

11 東久保 1998.7.13 ～ 8.6
1999.3.11 ～ 3.12 588 区画整理道路 中世以降 : 柵列 1 本、ピット 3、溝 1 本 調査会報告第 14 集

12 東久保 1999.1.19 ～ 1.21 282 区画整理道路 縄文 : 集石土坑 1 基、ピット 10、近世以降 : 溝 2 本 調査会報告第 14 集

13 東久保 381-5　他
1999.5.19 ～ 5.20 360 区画整理道路

遺構・遺物無し　
調査会報告第 14 集

1999.11.2 162 個人住宅 町内遺跡群Ⅸ

14 東久保 18 街区 3 画地 (1999.6.29 ～ 7.16)
1999.7.19 ～ 7.29 823 共同住宅 溝 2 本、柵列 1 本　　縄文土器片、瓦質陶器片 町内遺跡群Ⅸ・

調査会報告第 14 集

15 東久保 5 街区 14 ～ 16 画地 (1999.8.2) 178 個人住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群Ⅸ

16 東久保 15 街区 1 ～ 5･32 画地 (1999.10.1 ～ 10.6) 334 個人住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群Ⅸ

17 東久保 381-5 (1999.6.14 ～ 6.15) 168 個人住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群Ⅸ

18 東久保 27 街区 2 画地 (1999.11.30 ～ 12.15) 14,989 小学校ｸﾞﾗﾝﾄﾞ 柵列 町内遺跡群Ⅸ

19 東久保 3 街区 9･10 画地 (1999.12.20 ～ 12.21) 108 店舗併用住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群Ⅸ

20 東久保 4 街区 9 画地 (2000.2.28 ～ 3.3) 478 個人住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群Ⅸ

21 東久保 18 街区 14 画地 (2000.3.23 ～ 3.28) 114 個人住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群Ⅸ

22 東久保 15 街区 28 画地 (2000.3.22 ～ 3.23) 150 個人住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群Ⅸ

23 東久保 2000.3.13 ～ 3.16
2000.3.27 ～ 4.6 280 区画整理道路 縄文 : 土坑 1 基、焼土跡 1 基 調査会報告第 14 集

24 東久保 14 街区 2000.1.19 390 区画整理道路 遺構・遺物無し 調査会報告第 14 集
25 東久保 18 街区 13 画地 (2000.4.13 ～ 4.14) 135 個人住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群Ⅹ
26 東久保 31 街区 9 画地 (2000.4.14) 1,107 砂利敷駐車場 溝、ピット 町内遺跡群Ⅹ
27 東久保 26 街区 2000.5.17 ～ 6.8 560 区画整理調整池 縄文 : ピット 15、近世 : 土坑 1 基、柵列 1 本、溝 2 本 調査会報告第 14 集

28 東久保 14 街区 8 画地 (2000.6.29 ～ 7.4) 130 個人住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群Ⅹ

29 東久保 4 街区 18･20 画地 (2000.6.30 ～ 7.4) 218 個人住宅 溝 2 本 町内遺跡群Ⅹ

30 東久保 294 番 2 2000.7.4 48 区画整理道路 遺構・遺物無し 調査会報告第 14 集

31 東久保 15 街区 26 画地 (2000.6.7) 126 個人住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群Ⅹ

32 東久保 277・381 番地他 2000.7.12 ～ 8.4 265
区画整理道路 旧石器：石器製作跡 2 基、縄文 : 土坑 2 基、ピット 12、溝・柵列各 1 本 調査会報告第 14 集

2001.7.16 ～ 11.30 590
33 東久保 15 街区 24 画地 (2000.8.2 ～ 8.3) 128 個人住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群Ⅹ

34 東久保 18 街区 15 画地 (2000.8.29 ～ 8.30) 110 個人住宅 ピット 4 町内遺跡群Ⅹ

35 東久保 23 街区 3･4 画地 (2000.12.7 ～ 12.9) 139 個人住宅 溝 1 本、ピット 1 町内遺跡群Ⅹ

36 東久保 15 街区 21･22 画地 (2001.1.19 ～ 1.25) 135 個人住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群Ⅹ

37 東久保 15 街区 13･33 画地 (2000.12.11) 149 個人住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群Ⅹ

38 東久保 284‐1、285‐1 2000.12.13 ～ 12.15 501 区画整理道路 縄文：ピット 1　　遺物無し 調査会報告第 14 集

39 東久保 4 街区 8･9 画地 (2001.3.22 ～ 3.27) 317 個人住宅 縄文：落とし穴 町内遺跡群Ⅹ

40 東久保 270‐3、270-4 2001.3.23、6.1 128 区画整理道路 遺構・遺物無し 調査会報告第 14 集

41 東久保 4 街区 6･7 画地 (2001.5.28 ～ 5.29) 112 個人住宅 近世以降：溝 1 本、遺物無し 町内遺跡群ⅩⅠ

42 東久保 19 街区 10 画地 (2001.4.18 ～ 4.21) 864 駐車場 近世以降：溝 1 本、遺物無し 町内遺跡群ⅩⅠ

43 東久保 15 街区 14･15 画地 (2001.5.22 ～ 5.25) 142 個人住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群ⅩⅠ

44 東久保 19 街区 9･11･12 画地 (2001.5.10 ～ 6.29) 757 倉庫 縄文：落とし穴 1 基、風倒木跡、ピット 5、溝 2 本　 町内遺跡群ⅩⅠ

45 亀久保 258-21 (2001.6.1 ) 100 個人住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群ⅩⅠ

46 東久保 17 街区 3･4 画地 (2001.6.4 ～ 6.6) 135 個人住宅 溝 1 本、縄文土器片 2 点、磁器片 1 点 町内遺跡群ⅩⅠ

47 東久保 31 街区 6･13 画地 (2001.10.11 ～ 10.26) 1,203 店　　舗 縄文：落とし穴 1 基、溝 1 本 町内遺跡群ⅩⅠ

48 東久保 18 街区 9･10 画地 (2001.12.12 ～ 12.25) 518 分譲住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群ⅩⅠ

49 東久保 13 街区 7 画地 (2002.2.12 ～ 2.13) 100 分譲住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群ⅩⅠ

50 東久保 3 街区 22 画地 (2002.9.24) 102 個人住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群ⅩⅡ

51 東久保 18 街区 11 画地 (2002.12.3) 155 個人住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群ⅩⅡ

52 東久保 4 街区 3 画地 (2003.2.6 ～ 2.7) 64 個人住宅 井戸、溝 町内遺跡群ⅩⅡ

53 東久保 4 街区 10 画地 (2003.5.7 ～ 5.22) 408 共同住宅 ピット１ 町内遺跡群ⅩⅡ

54 亀久保字東久保 272
(19 街区 1 画地 ) (2003.5.9 ～ 5.22) 798 共同住宅 溝３、ピット４、落とし穴１ 町内遺跡群ⅩⅡ

55 亀久保字東久保 488
(18 街区 7 画地 ) (2003.6.9 ～ 6.12) 165 個人住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群ⅩⅡ

56 亀久保字東久保 15 街区 12 画地 (2003.7.31 ～ 8.1) 165 個人住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群ⅩⅡ

57 亀久保 258-26(4 街区 14 画地 ) (2003.9.29 ～ 10.1) 133 個人住宅 遺構・遺物無し 町内遺跡群ⅩⅡ

58 ふじみ野 2-27-2 (2004.4.13 ～ 4.14) 558 分譲住宅 溝２ 町内遺跡群ⅩⅡ

59 ふじみ野 2-25-7 ～ 9 (2004.6.29)
2004.7.12 ～ 7.23 1,804 店　　舗 土坑 4 基、ピット 9、溝 2 本 町内遺跡群ⅩⅡ・

調査会報告第 14 集

60 ふじみ野 2-6-16 (2004.7.22 ～ 7.24) 337 個人住宅 ピット１ 町内遺跡群ⅩⅡ

61 東久保 26 街区 2004.9.29 ～ 11.26 2,376 区画整理公園緑地 縄文：土坑 7 基、ピット 9、溝 6 本、( 一部は第 27 地点で調査済 ) 調査会報告第 14 集

62 ふじみ野 2-2-5-16 (2004.10.12 ～ 10.15) 220 宅地造成 溝３ 町内遺跡群ⅩⅡ

63 ふじみ野 2-5-10・12 (2006.2.1) 105 個人住宅 遺構・遺物無し 市内遺跡群２

64 ふじみ野 2-18-6 の一部 (2006/10/12 ～ 10/20)
2006/10/24 ～ 26 437 共同住宅 近世 : 柵列 1 本、溝 4 本 市内遺跡群３

65 ふじみ野 2-22-2、5 ～ 7 (2008.1.18 ～ 28) 260 小学校増築 遺構・遺物無し 市内遺跡群４

66 ふじみ野 2-19-4,19-5 (2008. ５.22 ～ 6.11) 862 分譲住宅建設 溝 3 条 市内遺跡群６

67 ふじみ野 2-25-10,11 (2009/11/9) 492 個人住宅 遺構・遺物無し 市内遺跡群 8

68 ふじみ野 2-18-3 (2010.11.22 ～ 26)
2010.11.29 ～ 12.8 791 分譲住宅建設 縄文時代集石 1 基、近世以降溝跡 2 条、柵列 1 列、本調査。 市内遺跡群 9
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23Ⅲ　遺構と遺物

図・遺物出土状況図・遺構平面図・調査区域図の測量

と写真撮影を行った。測量は平板測量で実測した。検

出した遺構は縄文時代の集石土坑 1 基と中近世以降

の溝跡 2 条、柵列 1 条、溝状土坑（イモビツ ) である。

Ⅲ　遺構と遺物

（１）集石土坑 1

　調査区の北東隅に位置する。畑の耕作（ゴボウ畝）

に南北両側部分を壊されている。

　集石は完形礫が密集し、土坑底部は被熱し一部赤化

している。出土遺物はなかった。規模、出土礫は表 6

のとおり。　

（２）溝

　調査区の西側に位置する。第６・9・14・64 地点

で検出した溝と連続する。

　溝 1 は断面が四角く深い溝で、第 64 地点の溝 4 と

同一溝である。溝 2 は a ～ｃの 3 条に細分でき、第

64 地点の溝 1 ～ 3 と対応する。c →ｂ→ a（西から東）

の順に新しくなり、溝 1 が最も新しい。

　溝 1 の時期は出土遺物から近世。

第 17 図　東久保遺跡第 68 地点遺構配置図（1/300）、土層図（1/150)
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第 18 図　東久保遺跡第 68 地点集石土坑（1/30）、溝状土坑（1/60）
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第 19 図　東久保遺跡第 68 地点溝・柵列（1/100）
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第 20 図　東久保遺跡第 68 地点出土遺物（1/4）

№ 平面形態 確認面 底面 深さ 備考

溝 1 南北方向の直線 21m。
断面「薬研」 114 ～ 195 23 ～ 42 60 ～

109
溝 2 よ り
新

溝 2a 南北方向の直線 21m。
断面浅い「U」字形 15 ～ 62 5 ～ 12 26 ～

50
溝 2b より
新

溝 2b 南北方向の直線 21m。
断面浅い「U」字形 12 ～ 44 4 ～ 29 28 ～

45
溝 2c よ り
新

溝 2c 南北方向の直線 21m。
断面浅い「U」字形 45 ～ 83 11 ～ 83 13 ～

41 最も古い

溝状土
坑 1 長方形 60 × 600

～ 52 × 35 溝状土坑 2
より新

溝状土
坑 2 長方形 75 × 650

～ 60 × 40 溝状土坑 1
より古

P1 円形 21 × 20 9 × 8 49

P2 不整形 30 × 26 18 × 12 63

P3 方形 (24) × 21 9 × 3 70

P4 楕円形 24 × 15 10 × 8 62

P5 円形 20 × 18 8 × 5 70

P6 方形 27 × 22 7 × 5 65

P7 方形 38 × 29 9 × 6 106

P8 三角形 (27) × 23 (21) × 12 87

P9 方形 26 × 21 19 × 15 108

P10 方形 22 × 17 9 × 7 69

P11 楕円形 33 × 21 6 × 4 68

P12 三角形 31 × 29 13 × 7 66

P13 方形 29 × (21) 10 × 5 66

第 9 表　東久保遺跡第 68 地点出土遺物観察表　　( 単位㎝ )
図版
番号

掲載
番号 遺構名 種別・

器種 口径・長 底径・
幅 器高・厚 技法 / 文様 / その他 石材 /

推定生産地
推定年代・

時期
残存 /
備考

20
図

1 溝 1 陶器・皿 (13.6) 高台径
(8.0) ― 轆轤成形 / 灰釉 / 注№ 1M 瀬戸・美濃 不明 口縁破片

2 溝 1 陶器・皿 ― 高台径
(6.0) ― 轆轤成形 / 染付け、畳付け無釉・砂付着、内面海浜風

景文 / 注№ 1M 肥前
1630 ～

1650
底部破片

3 溝 1 石器・打
製石斧 10.9 6.4 1.8 重量 119.1g/ 両極敲打技法 / 注№ 3 トレ 1M 砂岩 縄文時代 刃部、基

部一部欠

4 トレンチ 3 土器・深
鉢 － － －

輪積み成形 / 半載竹管の連続爪形文による区画を小形
竹管の連続押引文で充填 / にぶい褐色 / 砂粒（～ 1 ㎜）
多量含む / 注№ 3 トレ

不明 縄文時代中
期前半 胴部片

第 7 表　東久保遺跡第 68 地点集石一覧表　　( 単位㎝ )

第 8 表　東久保遺跡第 68 地点遺構一覧表　　( 単位㎝ )

№ 平面形態 土坑確認面 底面 深さ 礫範囲 礫数 重量 (g) 平均重
量 (g)

完形礫 完形礫
平均重
量 (g)

赤化 スス付着
備考個数

個数比
重量

重量比
個数

個数比
重量

重量比
個数

個数比
重量

重量比

1 楕円形 77 × 49 31 × 27 26 83 × 78 404 29,358 72.6
35 6,168

176
279 23,188 72 5,787南北両側は後世の撹乱を受

ける。礫密集。底部被熱し
硬化、一部赤化する8.7% 21.0% 69.1% 79.0% 17.8% 19.7%

（３）柵列

　調査区の西側に位置する。溝１と溝 2 の間に並列

する。トレンチ 5 の土層観察では溝の埋没後に構築

している。

（４）溝状土坑

　平面は細長い長方形、断面角型でイモ類を貯蔵する

ための「イモビツ」と思われる。溝状土坑 2 を溝状

土坑 1 が切り、溝状土坑 1 の方が新しい。

№ 平面形態 確認面 底面 深さ 備考

P14 方形 30 × 27 18 × 16 68

P15 不明 30 × (20) 10 × 4 64

P16 方形 26 × 23 10 × 10 74

P17 不明 21 × (13) 8 × 4 43

P18 方形 31 × 25 11 × 7 62

P19 三角形 18 × 14 3 × 2 53

P20 方形 20 × 17 13 × 3 54

P21 方形 25 × 20 9 × 7 63

P22 方形 20 × 18 9 × 3 64

P23 方形 20 × 20 8 × 3 61

P24 方形 25 × 19 14 × 2 62

P25 円形 32 × (30) 11 × 4 81

P26 不明 (35) × 35 30 × 4 75

P27 方形 29 × 26 16 × 7 79

P28 不明 27 × (23) 10 × 4 63

P29 方形 24 × 22 11 × 4 81

P30 不明 25 × 21 9 × (4) 75

P31 三角形 28 × 26 13 × 8 74

P32 不明 27 × (17) 8 × 7 92

P33 円形 19 × 15 7 × 6 73

P34 三角形 22 × 17 10 × 9 68

P35 不明 31 × (19) 16 × (12) 53
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第 4 章  神 明 後 遺 跡 第 4 1 地 点 の 本 調 査

第 21 図　神明後遺跡の地形と調査区（1/4,000)

Ⅰ　遺跡の立地と環境

神 明 後 遺 跡 は、 東 武 東 上 線 ふ じ み 野 駅 の 東 約

300m、 さ か い 川 の 谷 頭 部 か ら 約 1,500m 下 っ た 右

岸に位置し、標高 12 ～ 16m、現谷底との比高差は

1.5m を測る。さかい川は本遺跡付近から崖を形成し

始め、本遺跡をのせる南側台地は急斜面、対岸の北側

は緩やかな斜面を形成している。

周辺の遺跡は、上流に中沢前遺跡、下流に浄禅寺跡

遺跡・苗間東久保遺跡が隣接し、さかい川の対岸には

富士見市の外記塚遺跡がある。

遺跡周辺は古くからの集落があり、現在でも大きな

屋敷地が多く大きな開発もなかったが、ふじみ野駅の

開設に伴い今後徐々に再開発が進むと思われる。

本遺跡の最初の調査は 1987 年に町史編纂事業の一環

として行われた。その後 1993 年に新駅へ延びる道路

をはじめ、2010 年 3 月現在 36 地点で試掘調査およ

び発掘調査が行われている。

これまでの調査で縄文時代中期後半～後期前半の住

居跡、奈良時代から平安時代の住居跡、中世の建物跡

などの遺構を検出した。

Ⅱ 本調査にいたる経過と調査の概要

調 査 は 共 同 住 宅 建 設 に 伴 う も の で、 原 因 者 よ り

2010 年 4 月 22 日付けで「埋蔵文化財事前協議書」

がふじみ野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡

中央に立地し、調査区西側隣接地で古代の住居跡や中

世の溝跡・土坑等を検出しているため、申請者と協議

の結果、遺構の存在を確認するために試掘調査を実施

した。

　試掘調査は 2010 年 5 月 25 日から 6 月 7 日まで行

った。幅約 2 ｍのトレンチ 7 本を設定、重機で表土

除去後、人力による表面精査を行った結果、縄文時代

の集石と中世以降の溝跡・土坑・ピット等多数の遺構

を検出したため遺構の取り扱いについて事業者と再協

議した。その結果、原因者負担による本調査を実施す

ることとなった。市教育委員会は原因者と発掘調査に

係わる委託契約を締結した上で、2010 年 6 月 15 日

から同年 7 月 21 日まで本調査を行った。

　調査は遺構を確認した範囲の表土を重機により除去

し、人力による表面精査で遺構範囲を確認した。調

査区内には 2m 方眼のグリッドを設定し杭打ちを行っ
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第 10 表　神明後遺跡調査一覧表

地
点 所在地 調査期間

（　）は掘調査
面積
( ㎡ ) 調査原因 確認された遺構と遺物 所収報告書

1 苗間 281-1 1993.5.6 ～ 5.11 615 共同住宅 遺構なし、平安時代須恵器片、陶器片 町内遺跡群Ⅲ

2 苗間 295-2,299-3 1993.5.12 ～ 5.20 1,688 道路築造 落とし穴 1、平安住居 1 軒 (H1 号 )、縄文土坑 1、
中 ･ 近世掘建柱建物跡 ､ 地下式壙 1､ 井戸 ､ 堀 〃

3 苗間 309-12 (1995.3.24 ～ 3.29)
1995.4.3 ～ 5.19 200 分譲住宅 縄文住居 1 軒 (2 号 )、伏甕 2、埋甕 1、土坑 2、ピ

ット 34 他　 町内遺跡群Ⅵ

4 苗間 302 (1996.6.17 ～ 6.19) 703 物置 遺構なし、縄文土器片 〃

5 苗間神明後 395-5 （1997.3.15)
1997.3.15 ～ 4.2 80 個人住宅 縄文住居跡 1 軒 (3 号 )、土坑 5、溝、他

縄文中期後半～後期初頭土器 町内遺跡群Ⅵ

6 苗間 255,227-2 (1997.9.29 ～ 9.30) 150 個人住宅 土坑 1、土器片・石器片 町内遺跡群Ⅶ
7 苗間 260 (1998.6.1 ～ 6.2) 1,460 個人住宅 近世地下室 1 町内遺跡群Ⅷ
8 苗間 235-1 (1998.7.13 ～ 7.24) 458 共同住宅 集石土坑 1、土坑 2、ピット 40、柵列 1、溝 〃

9 苗間 310-1 (1998.9.1 ～ 9.11)
1998.9.14 ～ 10.15 219 共同住宅 縄文住居跡 4､ 集石土坑 1､ 落とし穴 1､ 縄文土坑 2､

近世土坑 1､ 井戸 2､ 地下室 1､ ピット 33 〃

10 苗間 298-1 (1999.9.16) 44 個人住宅 遺構なし、縄文土器片 町内遺跡群Ⅸ

11 苗間 366 (1999.10.21)
1999.10.22 ～ 10.26 239 個人住宅 土坑 17、ピット 7 〃

12 苗間 282-2･5 (2000.3.6） 211 共同住宅 遺構・遺物なし 〃
13 苗間 302-1 (2000.4.17 ～ 4.19) 694 個人住宅 土坑 12、ピット 町内遺跡群Ⅹ

14 苗間 252-2 (2000.8.18 ～ 8.23) 357 共同住宅 土坑 1、近世掘立柱建物跡 1、溝 2、井戸 1、柵列、
ピット 38 〃

15 苗間 293 － 15 (2001.4.11)
2001.4.12 ～ 4.13 163 個人住宅 集石土坑 1（阿玉台期） 町内遺跡群ⅩⅠ

16 苗間 309-14 (2001.7.23 ～ 7.24)
2001.7.25 ～ 9.3 165 個人住宅 縄文屋外埋甕 4、土坑 13、溝 2、地下式壙 1、地下室 1、

竪穴状遺構 1、ピット 38 〃

17 苗間 369-1 (2002.3.28) 581 個人住宅 近世溝 〃

18 苗間 304-1,303-6 (2002.5.15 ～ 5.25)
2002.5.27 ～ 6.21 672 分譲住宅 縄文中期住居跡 5 軒 (8 ～ 12 号 )、土坑、古代・中

世堀跡 町内遺跡群ⅩⅡ

19 苗間 264-4 (2002.9.18 ～ 9.20) 216 個人住宅 根切溝、溝 4 〃
20 苗間 293-11 (2003.1.14 ～ 1.15) 143 個人住宅 中 ･ 近世溝 2、ピット 2 〃
21 苗間 283-1 (2003.1.10 ～ 1.30) 674 土地造成 ピット 7、井戸 1、近世地下室 2、土坑 1 〃
22 苗間 235-2･3 (2003.7.8 ～ 7.29) 430 分譲住宅 井戸 1、土坑 10、ピット 38、江戸後期陶磁器 〃
23 苗間 253 (2004.4.9) 62 個人住宅 地下室 1、銭貨 〃
24 苗間神明後 293-4･10 (2004.9.30 ～ 10.7) 148 個人住宅 遺構・遺物なし 〃
25 苗間 295-1 (2004.9.30 ～ 10.7) 660 店舗併用住宅 遺構・遺物なし 〃

26 苗間神明後 301,303
-3･4･5,304-1,303-7

(2005.6.1 ～ 6.8)      
2005.6.15 ～ 6.30 689 分譲住宅 縄文中期住居跡 1 軒 (13 号 ) 中世地下式壙、近世土

坑 5、溝 調査会報告 18 集

27 苗間 248-2,249-1 （2005.7.20 ～ 25 ）　  
2005.7.27 ～ 7.29 385 共同住宅 縄文中期住居跡 1 軒 (14 号 ) 〃

28 苗間神明後 306‐1 (2006.5.8 ～ 31)
2006.6.29 ～ 10.5 2,171 宅地造成

縄文中期住居跡 11 軒 (15 ～ 25 号 )、集石 23、土坑 5、
落とし穴１、炉穴３、ピット、溝４、古代・中世堀
跡１

市内遺跡群 3

29 苗間神明後 303‐
21,24

(2006.5.8 ～ 11)
2006.5.12 ～ 19 136 個人住宅 ピット 1、古代・中世堀跡１ 〃

30 苗間神明後 303‐1 (2006.5.8 ～ 19)
2006.12.14 ～ 12.19 101 個人住宅 ピット 12 〃

31 苗間神明後 284 (2007.8.3 ～ 7) 499 個人住宅 土坑 2 市内遺跡群 4
32 苗間神明後 247-2 (2008.3.13) 136 個人住宅 近・現代撹乱 〃

33a 苗間 240-2 (2008.4.25 ～ 5.16) 298 個人住宅 落とし穴 1、中世以降溝 6、井戸 2、土坑 38、ピッ
ト 16 市内遺跡群 6

33b 苗間 240-2 (2008.4.25 ～ 5.16) 357 分譲住宅 〃

34 苗間神明後
283-1,284-1 の一部

(2008.4.30 ～ 5.15)
2008.5.16 ～ 5.28 1,693 個人住宅 縄文中期住居跡 1 軒 (26 号 )、落とし穴 1、集石 3、

ピット 市内遺跡群 5

35 苗間神明後 293 番
6,20 (2008.8.1) 247 個人住宅 遺構・遺物なし 市内遺跡群 6

36 苗間神明後 293-3 (2008.9.2) 165 個人住宅 ピット 1 〃

37 苗間 258-1 の一部 (2009.4.13)
2009.4.15 ～ 30 120 個人住宅 縄文後期住居跡 1 軒 市内遺跡群 8

38 苗間神明後
293-1,292-13

(2009.7.6 ～ 7)
2009.7.8 ～ 16 265 個人住宅 中 ･ 近世溝 2 条 〃

39 苗間神明後 264-1 (2009.8.5 ～ 12)
2009.8.24 ～ 9.1 378 共同住宅 中～近世溝 2 条、ピット 28、落とし穴 1 基 市内遺跡群 7・8

40 苗間 309-1
(2009.11.9 ～ 16)

2009.12.18 ～
2010.1.15

156 個人住宅 縄文集石土坑 1 基、中世地下式坑 3 基、竪穴状遺構
1 基、土坑 9 基、ピット 11 基、溝 1 条 市内遺跡群 8

41
苗間神明後
298-1,299-1 の各一
部

(2010.5.25 ～ 31)
2010.6.15 ～ 7.21 486 共同住宅

縄文時代集石土坑１基、中世の掘立柱建物跡 1 棟、
竪穴建物 1 基、土坑 14 基、溝 7 条、木炭窯 2 基、
ピット 211 基、溝状土坑 11 基。本調査 (140 ㎡ )

市内遺跡群 9

42 苗間神明前 380-3 (2010.6.1 ～ 2) 312 宅地造成 遺構遺物なし　( 隣接地 ) 未報告

43 苗間 292-14 (2010.10.20 ～ 22)
2010.10.22 107 個人住宅 中世～近世期ピット 7 基、本調査 未報告
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第 11 表　神明後遺跡住居跡一覧表
住居
番号

調査
率

平面形
( ) は推定 規模

炉 埋
甕

拡
張

壁
溝 備考 時期 文献地

床
埋
設

石
囲

1 号 10% ( 円形 ) 不明 未
掘 ○ 中世土塁の下 加曽利 E Ⅱ 大井町史

資料編Ⅰ

2 号 65% ( 円形 ) 不明× 435 × 16 ○ ○ ○ 有 土坑と複合 加曽利 E Ⅳ、
埋甕も E Ⅳ

町内遺跡
群Ⅵ

3 号 45% ( 円形 ) 410 ×不明× 30 ○ 有 北半未掘 加曽利 E Ⅱ
新

町内遺跡
群Ⅵ

4 号 15% 不明 不明 ○ 不
明 ○ 撹乱著しい 加曽利 E Ⅱ

中
町内遺跡
群Ⅷ

5 号 45% （円形 ) 565 ×？× 33 ○ 有 東北部未掘 加曽利 E Ⅱ
新

町内遺跡
群Ⅷ

6 号 95% 円形 596 × 542 × 45 ○ ② ②
有 ･
建
替

○ 拡張と建替各 2 加曽利 E Ⅰ
新古相

町内遺跡
群Ⅷ

7 号 70% 円形 不明× 498 × 18 ○ ○ ○ 不
明

東南部床まで削
平

加曽利 E Ⅰ
新中相

町内遺跡
群Ⅷ

8 号 70% ( 円形 ) 580 ×？ ○ ○ 不
明 床面撹乱 加曽利 E Ⅰ 調査会報

告 16 集

9 号 50% ( 不整円形 ) (490 × 270) 未
掘 有 ○ 10 号に切られ

る
( 加曽利 E Ⅰ
新新相 )

調査会報
告 16 集

10 号 50% 不明 (300 × 250) × 50 未
掘 ○ 9 号を切る 曽利Ⅲ式 調査会報

告 16 集

11 号 40% ( 不整円形 ) (490 ×？ ) × 55 未
掘 ○ 貼床 加曽利 E Ⅱ 調査会報

告 16 集

12 号 70% ( 不整円形 ) (570) × 550 × 80 ○ ○ 加曽利 E Ⅲ 調査会報
告 16 集

13 号 完掘 隅丸方形 343 × 370 × 13 ○ ○ ○ 加曽利 E Ⅰ 調査会報
告 18 集

14 号 完掘 円形 404 × 403 × 20 ○ 2 本柱のみ 阿玉台Ⅱ 調査会報
告 18 集

住居
番号

調査
率

平面形
( ) は推定 規模

炉 埋
甕

拡
張

壁
溝 備考 時期 文献地

床
埋
設

石
囲

15 号 完掘 円形 573 × 499 × 35 ②
入口に張り出し
有、17 住を埋
める

加曽利 E Ⅲ 市内遺跡
群 3

16 号 完掘 隅丸方形 338 × 337 × 25 ② ○ 加曽利 E Ⅱ
新

市内遺跡
群 3

17 号 完掘 隅丸長方
形 684 × 525 × 70 ② ○ 有 ○ 拡張 3、15 住に

切られる
加曽利 E Ⅰ
新

市内遺跡
群 3

18 号 完掘 隅丸方形 608 × 600 × 90 ○ △ ○ ○
石囲いの可能性
有、19 住に切
られる

加曽利 E Ⅰ
新

市内遺跡
群 3

19 号 完掘 隅丸長方
形 476 × 448 × 60 ② △

石囲いの可能性
有、18 住を切
る

加曽利 E Ⅱ
～Ⅲ

市内遺跡
群 3

20 号 完掘 隅丸方形 473 × 483 × 28 ○ 要り口近くに配
石、伏甕 加曽利 E Ⅱ 市内遺跡

群 3

21 号 40% （隅丸） ？×？× 10 ○ ○ 20・24 住より
古い

加曽利 E Ⅰ
新

市内遺跡
群 3

22 号 完掘 隅丸五角
形

491 × 513 ×
113 ○ ○ 加曽利 E Ⅰ

新
市内遺跡
群 3

23 号 25% 不明 ？×？× 21 ② △
石囲いの可能性
有。20住より古、
24 住より新。

加曽利 E Ⅱ 市内遺跡
群 3

24 号 10% 不明 ？×？× 55 未
掘 ○ 20・24 住より

古、21 住より新。加曽利 E 市内遺跡
群 3

25 号 完掘 不明 （500 × 400）× 5 ○ ○ 加曽利 E Ⅱ
新

市内遺跡
群 3

26 号 完掘 隅丸長方
形 585 × 486 × 31 ○

土坑 1 より新、
落とし穴より
旧。

加曽利 E Ⅲ 市内遺跡
群 5

第 22 図　神明後遺跡遺構分布図（1/1,500）

（単位㎝）
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た。遺構調査は人力で覆土を除去しつつ出土遺物を残

し、土層図・遺物出土状況図・遺構平面図・調査区域

図の測量と写真撮影を行なった。測量は遣り方測量と

平板測量で実測した。検出した遺構・遺物は旧石器時

代の石器、縄文時代の集石 1 基、中世の木炭窯 2 基・

竪穴状遺構 1 基・掘立柱建物跡 1 棟・溝 5 条・土坑

14 基、ピット 211 基・溝状土坑（イモビツ )9 基である。

Ⅲ　遺構と遺物

（１）石器集中 1

　調査区の南西 B-3 区に位置する。ピット壁面のロー

ム層中に黒曜石を検出したため、検出箇所を中心に 3

グリッドのロームを人力で掘り下げ、石器の分布を確

認した。調査の結果、立川ローム第Ⅳ層より黒曜石製

の石器 2 点を検出した。

　なお、ローム層の層準を検討するため、立川ローム

第 23 図　神明後遺跡第 41 地点遺構配置図（1/300）
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第 24 図　神明後遺跡第 41 地点調査区東・南・西壁土層図（1/60）
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第 25 図　神明後遺跡第 41 地点石器集中 1（1/60）・集石土坑 1（1/30）

第Ⅹ層まで掘下げ、分層した上で５㎝単位で土壌のサ

ンプルを採取し、分析した。( 附編参照 )

（２）集石土坑 1

　調査区の南西 A-5 区に位置する。

　集石は破損礫が比較的に密集する。土坑の被熱は確

認できなかったが、10cm 弱の炭化物を検出した。縄

文中期阿玉台式期の土器破片が 2 点出土した。規模、

出土礫は表 12 のとおり。　

第 12 表　神明後遺跡第 41 地点集石一覧表　　( 単位㎝ )

№ 平面形態 土坑確認面 底面 深さ 礫範囲 礫数 重量 (g) 平均重
量 (g)

完形礫 完形
礫平
均重
量 (g)

赤化 スス付着
備考個数

個数比
重量

重量比
個数

個数比
重量

重量比
個数

個数比
重量

重量比

1 楕円形 143 × 90 70 × 32 22 98 × 82 181 6,596 36
9 815

90.6
73 2,925 33 1,704

比較的礫密集。炭化材出土。
5.0% 12.4% 40.3% 44.3% 18.2% 25.8%
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（３）木炭窯

①木炭窯１

　調査区の南側、B-2 ～ F-1 区にかけて位置する。土

坑 2・3 と重複し、土坑 3 より新しく、土坑 2 に中央

部分を分断される。

　平面形態は東西に長い長方形で西側に煙道が、東側

に焚口が付随する。窯体部の幅 102 ㎝・奥行き 838 ㎝・

確認面からの深さ 30cm 前後である。床面は焚口側が

わずかに低く、斜度は 1％である。

　主軸中央には浅い溝が焚口から煙道まで貫いてい

る。溝の幅は 25cm・床面からの深さは 3 ～ 6cm で

ある。焚口の手前には作業場と思われる平坦面が広が

るが、土坑 6 及び溝 5 によって壊されている。

　焚口は幅 42cm・高さ 20cm・奥行き 12 ㎝、断面

楕円形のトンネル状を呈する。

　 煙 道 は 奥 壁 の 中 心 軸 よ り や や 南 側 に あ り、 幅

34cm・高さ 22cm・奥行き 50 ㎝を測る。壁は酸化焔

焼成している。

　下層は木炭との混合土で部分的に木炭が残ってい

る。煙道に近い側は床面の一部が酸化焔焼成で赤く焼

け、覆土にも焼土粒が含まれる。

　出土した木炭の総重量は 4,528g である。

　また、木炭の分析結果では、樹種がコナラ属コナラ

節、AMS 法による放射性炭素年代測定では 560±20

年 BP（AD1310 ～ 1360 年、AD1390 ～ 1420 年）の

結果が得られた。

②木炭窯２

　調査区の南側、I-2 ～ I-1 区にかけて位置する。土坑 1・

16 やピットと重複し、土坑 16 より新しく、土坑 1・

P152 ～ P153 より古い。また、南側は調査区外へ延

びる。

　窯体部の幅 96 ㎝・検出した奥行き 290 ㎝・確認面

からの深さ 12cm である。

　下層は木炭主体の混合土である。

　出土した木炭の総重量は 3,048g である。

　また、木炭の分析結果では、樹種がコナラ属クヌギ

節、AMS 法による放射性炭素年代測定では 600±20

年 BP（AD1300 ～ 1370 年、AD1380 ～ 1410 年）の

結果が得られた。

（４）掘立柱建物跡１

　1 棟検出した。調査区南西側 I-3 区から I-1 区に位

置する。一間四方の東西方向に長い長方形を呈する。

柱穴の芯々間で東西 230 ×南北 435 ㎝を測る。土坑 1・

土坑 16 より古い。

　P3 から底面に板状圧痕のあるカワラケが出土した。

　出土遺物から時期は 14 世紀。

（５）竪穴建物（旧土坑８・9）

　調査区西端 E-4 から E-2 区に位置する。西側は第 2

地点の土坑 19 と連続する。同一規模・同一形態の土

坑は第 2 地点でもう 1 基検出しており、南側に一部

張出しの有る長方形竪穴状の遺構になる。全長 423

×幅 240 ×深さ 45 ㎝、張り出し部分は奥行き 170

×幅 135 ㎝を測る。P89・P90 より古い。主軸線上に

は柱穴が 3 基並ぶ。また、北側の床面には 60 × 45

㎝の範囲に不定形な浅い掘り込みがあり、薄い炭化層

の上に赤化した粘土の焼土跡を 3 ヵ所検出した。

（６）土坑

　14 基検出した。

①土坑 1

　調査区南側 H-1 区に位置する。東西方向の楕円形

を呈する。溝状土坑 1・溝 5・P8・P21 より古く、掘

立柱建物跡（P3）・木炭窯 2 より新しい。カワラケ片

が出土した。

②土坑 2

　調査区南側 H-1 区に位置する。C-2 区から E-2 区に

位置する。東西方向の長方形を呈する。溝状土坑 2・

P9・P14・P15・P16 より古く、 木炭窯 1・土坑 3・

P10・P64 ～ P75 より新しい。カワラケ片、釘、刀子、

スサ入り粘土塊が出土した。

③土坑 3

　調査区南側 D-2 区から E-1 区に位置し、南側の調査

区域外へ延長する。方形もしくは長方形を呈する。土

坑 2・木炭窯 1 より古く、P125 ～ P130 より新しい。

④土坑 4

　調査区南側 F-2 区に位置する。東西方向の長方形を

呈 す る。 溝 状 土 坑 3 ～ 5・ 土 坑 6・P18・P37・P38

より古く、木炭窯 1・土坑 2・P17 より新しい。スサ

入り粘土塊が出土した。

⑤土坑 6

　調査区南側 F-2 区から G-1 区に位置する。南北方向

の長方形を呈する。溝状土坑 5・溝 5・P20・P62 よ

り古く、木炭窯 1（作業場）・土坑 4・土坑 13・P109

より新しい。

⑥土坑 7

　調査区中央 E-5 区から G-5 区に位置する。東西方向

の長方形を呈する。溝 1・P78・P86 より新しい。常
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滑鉢片が出土した。

⑧土坑 10

　調査区南側 D-3 区から E-3 区に位置する。東西方

向の長方形を呈する。土坑 11・P93・P97 より古く、

P92・P94 より新しい。

⑨土坑 11

　調査区南側 C-4 区から D-3 区に位置する。南北方

向の長方形を呈する。土坑 10・P96・P98 ～ P100・

P121 ～ P123 より新しい。

⑩土坑 12

　調査区南側 F-4 区から H-3 区に位置する。東西方向

の長方形を呈する。溝 5・土坑 14・P186 より古く、

P137・P140・P141・P176 ～ P184 より新しい。銅

銭が出土した。

⑪土坑 13

　調査区南側 F-3 区に位置する。東西方向の長方形

を呈する。溝 5・土坑 6 より古く、土坑 14・P133・

P142・P151・P187 ～ P192 より新しい。

⑫土坑 14

　調査区南側 G-3 区～ H-2 区 に位置する。東西方向

の長方形を呈する。 溝 5・土坑 13・P22 より古く、

土坑 12・P196 より新しい。青磁碗口縁片・常滑甕片・

瀬戸縁釉皿片が出土した。

⑬土坑 15

　調査区南西側 J-2 区から J-1 区に位置する。不定形

な楕円形で浅い鉢状を呈する。溝状土坑 7・8 より古く、

ピットより新しい。常滑甕片が出土した。

⑭土坑 16

　調査区南側 I-3 区～ I-2 区 に位置する。南北方向の

長方形を呈する。木炭窯 2・土坑 14・P155 より古く、

掘立柱建物跡（P4）・P171 ～ P175・P194 より新しい。

土師器片・常滑甕片・瓦・瀬戸おろし皿片・焙烙片が

出土した。

（７）溝状土坑（イモビツ）

　平面は細長い長方形、断面角型でイモ類を貯蔵する

ための「イモビツ」と思われる。土坑や溝等よりも新

しい。11 基検出した。

（８）ピット

　211 基検出した。規模や新旧関係等は一覧表のとお

りである。

（９）溝

①溝 1　

　調査区の中央 A-6 区から J-4 区にかけて東西方向に

位置する。第 2 地点で検出した溝と連続する。第 2

地点からの総延長距離は 38m になる。断面形態は逆

台形の箱薬研で D-6 区で南側へ僅かに屈曲し、東側で

立ち上がる。土坑 7 や溝状土坑と重複し、土坑など

は溝の埋没後に構築されている。常滑の甕破片やカワ

ラケが出土した。

　土坑やピット等主要な遺構の大半が溝の南側に集中

し、北側で検出する遺構は僅かである事から、屋敷地

等の区画溝である可能性が高い。

②溝 2

　調査区の東側、J-7 区から J-10 区にかけて南北方向

に位置する。深さ 10 ㎝前後の浅い溝で、北側で幅も

狭くなり立ち消える。

③溝 3

　調査区の東側、H-9 区から H-10 区にかけて南北方

向に位置する。深さ 10 ㎝前後の浅い溝で、北側で溝

4 に重なり立ち消える。

④溝 4

　調査区の北側 A-12 区から H-12 区まで東西方向

そこで直角に方向を変え H-14 区まで調査区域外へ延

長する。 深さ 15cm 前後の浅い溝で、土層観察から、

比較的新しい溝である。

⑤溝 5

　調査区の南側 G-3 区から G-1 区にかけ南北方向に位

置する。土坑 1・6・12・14 と重複し、土坑埋没後

に構築されている。断面は底幅の広い箱薬研だが、立

ち上がりに比べ確認面の傾斜は緩い。土坑の埋め土内

の軟質土に構築された影響もあろう。

⑥溝 6

　調査区の北側 A-10 区から F-10 区まで東西方向に

位置する。深さ 20cm 前後で、立ち上がりも垂直に近

く、幅広のイモビツの呈をなす。土層観察から、比較

的新しい溝である。

⑦溝 7

　調査区の北側 A-9 区から C-9 区まで東西方向に位置

する。深さ 30cm 前後で、立ち上がりは垂直で、幅広

のイモビツの呈をなす。土層観察から、比較的新しい

溝である。



35Ⅲ　遺構と遺物

第 26 図　神明後遺跡第 41 地点木炭窯 1(1/60)



36 第 4 章　神明後遺跡第 41 地点の本調査

第 27 図　神明後遺跡第 41 地点木炭窯 2・掘立柱建物跡 1(1/60)



37Ⅲ　遺構と遺物

第 28 図　神明後遺跡第 41 地点竪穴建物跡１(1/60)、焼土跡 (1/30)
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第 29 図　神明後遺跡第 41 地点土坑・ピット① (1/60)



39Ⅲ　遺構と遺物

第 30 図　神明後遺跡第 41 地点土坑・ピット①土層説明
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第 31 図　神明後遺跡第 41 地点土坑・ピット② (1/60)



41Ⅲ　遺構と遺物

第 32 図　神明後遺跡第 41 地点土坑・ピット②土層図 (1/60)
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第 33 図　神明後遺跡第 41 地点土坑・ピット③土層図 (1/60)



43Ⅲ　遺構と遺物

第 34 図　神明後遺跡第 41 地点土坑・ピット④土層図 (1/60)



44 第 4 章　神明後遺跡第 41 地点の本調査

第 35 図　神明後遺跡第 41 地点ピット (1/60)



45Ⅲ　遺構と遺物

第 36 図　神明後遺跡第 41 地点ピット土層説明



46 第 4 章　神明後遺跡第 41 地点の本調査

第 37 図　神明後遺跡第 41 地点溝 1・土坑・ピット（1/8 0)



47Ⅲ　遺構と遺物

第 38 図　神明後遺跡第 41 地点溝 2 ～５(1/80)



48 第 4 章　神明後遺跡第 41 地点の本調査

第 39 図　神明後遺跡第 41 地点溝 6・7・溝状土坑１～ 5(1/80)
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№ 平面形態 確認面 底面 深さ 備考

木炭窯 1
隅丸長方形

焚口
煙道

838
42
34

×
×
×

102
12
50

810 × 80 30
20
22

年代測定結果
AD1310~1360,
AD1390~1420

木炭窯２ 隅丸長方形 (290) × 96 (215) × 80 12
年代測定結果
AD1300~1370,
AD1380~1410

掘立柱 P1 楕円形 42 × 38 23 × 23 60
旧 P164
打製石斧 1

掘立柱 P2 楕円形 57 × (56) 29 × 22 74 旧 P200

掘立柱 P3 方形 46 × 42 34 × 33 56
旧 P6.
カワラケ 1

掘立柱 P4 方形 54 × 54 36 × 33 63 旧 P139

竪穴建物 長方形 423 × 240 380 × 200 45

旧 8・9 号土坑
縄文土器 3、カ
ワラケ 5、天目
1、土製品 1

P1 方形 63 × 60 26 × 20 139 旧 P83 カワラケ 1

P2 方形 39 × 24 18 × 13 40 旧 P118

P3 隅丸方形 102 × 74 17 × 9 104 旧 P134

溝１

東西方向
の直線

19.1m。断
面逆台形。

115 ～ 147 67 ～ 100
59
～
69

縄文土器 10、磨
石 1、カワラケ 2、
常滑甕 3、在地
鉢 1、粘土塊 1

溝 2
南北方向の直
線 4.7m。断面

浅い皿状。
35 ～ 106 9 ～ 75 9 ～

12 粘土塊 1

溝 3
南北方向の直
線 4.7m。断面

浅い皿状。
40 ～ 67 23 ～ 37 4 ～

11 縄文土器 3

溝 4 南北方向に
8.7m。 108 ～ 153 76 ～ 120

11
～
34

溝 5 南北方向に
3.7m。 70 ～ 96 30 ～ 49

65
～
71

縄文土器 5、土
師器 1、カワラ
ケ 1

溝 6 東西方向に
8.8m。 95 ～ 110 90 24

溝 7 東西方向に
4.5m。 75 ～ 138 62 ～ 88 33

土坑１ 楕円形 (287) × 135 (260) × 105 44
縄文土器 1、カ
ワラケ 2、硯 1

土坑２ 長方形 467 × 213 460 × 198 42
縄文土器 2、カワ
ラケ 2、釘 1、刀
子 1、粘土塊 8

土坑３ 方形 163 × 85 156 × 72 18

土坑４ 長方形 (165) × 142 (160) × 124 34
縄文土器 3、粘
土塊 2

土坑５ 木炭窯 1 作業場

土坑６ 長方形 280 × ― 271 × ― 17

土坑７ 長方形 325 × 108 308 × 86 66 常滑甕 1

土坑８ 竪穴建物へ変更
土坑９ 竪穴建物へ変更

土坑 10 長方形 339 × 98 310 × 73 35 縄文土器 1

土坑 11 長方形 (355) × 125 (343) × 109 22 縄文土器 2

土坑 12 長方形 452 × 192 420 × 171 32
縄文土器 2 粘土
塊 1、銭貨 1

土坑 13 長方形 (189) × 140 (178) × 110 31

土坑 14 長方形 390 × 200 350 × 163 63
縄文土器 1、常
滑甕 1、青磁碗 1、
瀬戸縁釉皿 1

土坑 15 楕円形 350 × (248) 100 × 87 50
縄文土器 2、常
滑甕 1、木炭

土坑 16 長方形 284 × (206) 262 × (196) 17

縄文土器 1、土
師器 1、常滑甕
1、瓦 1、瀬戸
卸皿 1、焙烙 1

溝状土坑1 長方形 376 × 71 359 × 65 24 縄文土器 1、肥
前染付碗 1

溝状土坑2 長方形 707 × 56 695 × 43 18 縄文土器１、カワラ
ケ１常滑甕１

溝状土坑3 長方形 196 × 55 90 × 42 12 天目茶碗 1

第 13 表　神明後遺跡第 41 地点遺構一覧表　　( 単位㎝ )

№ 平面形態 確認面 底面 深さ 備考

溝状土坑 4 長方形 51 × 38 43 × 30 6

溝状土坑 5 長方形 79 × 42 68 × 36 13

溝状土坑 6 長方形 (350) × 92 (346) × 72 10

溝状土坑 7 長方形 (468) × 57 (458) × 42 27 瀬戸灰釉香炉 1

溝状土坑 8 長方形 (1320) × 77 ― × 56 27 肥前染付 3、丹波擂
鉢 1、瀬戸灰釉 2

溝状土坑 9 長方形 (176) × 55 (170) × 39 10

溝状土坑10 長方形 243 × 67 241 × 59 18

溝状土坑11 長方形 (60) × 55 (50) × 50 16

Ｐ 1 方形 27 × 25 14 × 13 21

Ｐ 2 方形 45 × 42 17 × 15 43

Ｐ 3 方形 43 × 40 14 × 13 18 溝 1 より新

Ｐ 4 方形 25 × 20 13 × 12 28

Ｐ 5 方形 67 × 38 11 × 5 69

Ｐ 6 欠 掘立柱 P3

Ｐ 7 不明 (34) × 31 24 × 16 44 溝状 1 より古

Ｐ 8 方形 52 × 42 24 × 10 76 土坑 1 より新

Ｐ 9 方形 34 × 33 17 × 14 54 土坑 2 より新

Ｐ 10 三角形 48 × 43 16 × 14 50 土坑 2 より古

Ｐ 11 不明 31 × 33 12 × 11 71 カワラケ 2

Ｐ 12 方形 20 × 18 14 × 11 ＿

Ｐ 13 方形 29 × 21 15 × 12 ＿

Ｐ 14 方形 44 × 25 19 × 14 25 土坑 2 より新

Ｐ 15 方形 24 × 24 19 × 14 38 土坑 2 より新

Ｐ 16 方形 24 × 22 13 × 12 29 土坑 2 より新
粘土塊 1

Ｐ 17 不整形 39 × 30 13 × 10 28 土坑 4 より古
炭 1

Ｐ 18 方形 27 × 20 16 × 11 24 土坑 4 より新

Ｐ 19 方形 33 × 25 11 × 10 41

Ｐ 20 方形 46 × 34 29 × 12 27 土坑 6 より新

Ｐ 21 方形 28 × 20 13 × 9 19 土坑 1 より新

Ｐ 22 方形 36 × 27 15 × 13 35 土坑 14 より新

Ｐ 23 不整形 45 × 26 8 × 4 79 溝 5 より古

Ｐ 24 不明 (44) × 37 13 × 11 70

Ｐ 25 隅丸方形 34 × 30 13 × 12 36

Ｐ 26 方形 34 × 29 19 × 14 41

Ｐ 27 方形 33 × 32 19 × 13 57

Ｐ 28 隅丸方形 32 × 27 16 × 9 37

Ｐ 29 楕円形 29 × 20 11 × 6 40

Ｐ 30 方形 26 × 20 9 × 5 35

Ｐ 31 方形 28 × 23 16 × 13 70

Ｐ 32 方形 30 × 26 14 × 9 26

Ｐ 33 方形 40 × 27 24 × 15 47

Ｐ 34 欠 × ×

Ｐ 35 不明 35 × (21) 14 × 14 66

Ｐ 36 方形 29 × 25 14 × 5 23 木炭窯 1 より古

Ｐ 37 方形 23 × 23 13 × 12 33 土坑 4 より新

Ｐ 38 方形 40 × 35 7 × 4 66 土坑 4 より新

Ｐ 39 不明 31 × (26) 7 × 3 64 Ｐ 38 より古

Ｐ 40 方形 42 × 31 7 × 4 22

Ｐ 41 隅丸方形 40 × 36 18 × 17 44

Ｐ 42 方形 41 × 38 19 × 15 37

Ｐ 43 三角形 30 × 27 8 × 6 30

Ｐ 44 方形 31 × 29 20 × 19 29

Ｐ 45 方形 47 × 37 32 × 29 19

Ｐ 46 方形 47 × 44 38 × 25 46 溝 1 より新

Ｐ 47 不明 46 × 32 33 × 21 19

Ｐ 48 方形 38 × 36 23 × 20 38

Ｐ 49 方形 45 × 36 26 × 23 32

Ｐ 50 方形 51 × 44 5 × 5 39

Ｐ 51 方形 46 × 34 17 × 17 42

Ｐ 52 方形 72 × 41 31 × 25 40
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№ 平面形態 確認面 底面 深さ 備考

Ｐ 53 方形 38 × 30 23 × 18 23

Ｐ 54 方形 44 × 37 22 × 19 70

Ｐ 55 方形 25 × 24 9 × 9 45

Ｐ 56 方形 35 × 35 7 × 5 37

Ｐ 57 方形 38 × 32 18 × 13 44

Ｐ 58 方形 39 × 36 12 × 12 47

Ｐ 59 方形 30 × 25 21 × 20 54

Ｐ 60 隅丸方形 50 × 37 25 × (13) 37

Ｐ 61 方形 28 × 26 17 × 12 42

Ｐ 62 不明 41 × (27) 12 × 10 51 土坑 6 より新

Ｐ 63 方形 (29) × 27 9 × 6 49

Ｐ 64 方形 22 × 21 10 × 10 23 土坑 2 より古

Ｐ 65 円形 25 × 22 14 × 11 12 土坑 2 より古

Ｐ 66 方形 18 × (12) 10 × 7 24 土坑 2 より古

Ｐ 67 方形 30 × 26 16 × 16 12 土坑 2 より古
Ｐ 68 方形 22 × 13 14 × 8 24 土坑 2 より古
Ｐ 69 方形 27 × 26 16 × 11 17 土坑 2 より古

Ｐ 70 方形 29 × 25 16 × 14 30 土坑 2 より古

Ｐ 71 方形 21 × 19 9 × 7 63 土坑 2 より古

Ｐ 72 方形 23 × 18 14 × 13 18 土坑 2 より古

Ｐ 73 方形 21 × 18 13 × 12 14 土坑 2 より古

Ｐ 74 方形 21 × 16 12 × 7 13 土坑 2 より古

Ｐ 75 方形 24 × 24 15 × 13 22 土坑 2 より古

Ｐ 76 方形 46 × 39 31 × 26 28

Ｐ 77 方形 50 × 31 18 × 15 32

Ｐ 78 方形 31 × 28 20 × 19 7 土坑 7 より古

Ｐ 79 方形 34 × 31 16 × 15 21

Ｐ 80 不整形 54 × 49 19 × 9 129 溝状 6 より古
縄文土器 1

Ｐ 81 方形 28 × 22 15 × 12 27

Ｐ 82 欠 × ×

Ｐ 83 竪穴建物 P1

Ｐ 84 隅丸方形 36 × 31 × 66

Ｐ 85 円形 28 × 26 18 × 16 26

Ｐ 86 不明 42 × (21) 30 × (16) 19 土坑 7 より古

Ｐ 87 不明 36 × (17) 27 × (12) 22

Ｐ 88 欠 × ×

Ｐ 89 方形 55 × 53 11 × 9 65 竪穴建物より新

Ｐ 90 楕円形 36 × 22 18 × 12 25 竪穴建物より新

Ｐ 91 方形 57 × 47 11 × 6 23

Ｐ 92 方形 28 × 27 22 × 17 40 土坑 10 より古
カワラケ 1

Ｐ 93 楕円形 32 × 20 11 × 8 12 土坑 10 より新

Ｐ 94 方形 33 × 32 24 × 20 24 土坑 10 より古

Ｐ 95 方形 34 × 28 17 × 13 13

Ｐ 96 楕円形 38 × 30 16 × 15 50 土坑 11 より古

Ｐ 97 方形 39 × 33 23 × 20 28 土坑 10 より新

Ｐ 98 方形 45 × 24 19 × 6 39 土坑 11 より古

Ｐ 99 不明 52 × 30 16 × 11 45 土坑 11 より古

Ｐ 100 円形 55 × 52 22 × 18 51 土坑 11 より古

Ｐ 101 不明 44 × 24 4 × 4 53

Ｐ 102 不明 54 × 51 25 × 25 28

Ｐ 103 不明 37 × 27 13 × 8 35

Ｐ 104 不明 35 × 26 18 × 15 45

Ｐ 105 方形 25 × 20 10 × 7 64

Ｐ 106 方形 50 × 31 11 × 9 45

Ｐ 107 円形 40 × 36 17 × 17 14

Ｐ 108 方形 35 × 20 10 × 10 29

Ｐ 109 方形 28 × 25 11 × 8 55 土坑 6 より古
粘土塊 1

Ｐ 110 三角形 35 × 29 16 × 12 23

Ｐ 111 方形 29 × 28 18 × 17 20

Ｐ 112 方形 29 × 28 11 × 5 42

Ｐ 113 方形 28 × 28 18 × 5 38

№ 平面形態 確認面 底面 深さ 備考

Ｐ 114 三角形 34 × 22 13 × 13 43

Ｐ 115 方形 26 × 23 15 × 15 24

Ｐ 116 方形 27 × 20 10 × 10 18

Ｐ 117 方形 23 × 19 15 × 15 37

Ｐ 118 竪穴建物 P2

Ｐ 119 不明 45 × (41) 21 × 8 29

Ｐ 120 楕円形 43 × 30 16 × 13 48 縄文土器 1、焙烙 1

Ｐ 121 方形 19 × 17 11 × 8 29 土坑 11 より古

Ｐ 122 方形 28 × 25 14 × 8 28 土坑 11 より古

Ｐ 123 方形 28 × 24 7 × 6 44 土坑 11 より古

Ｐ 124 方形 24 × 21 7 × 6 16

Ｐ 125 方形 19 × 16 13 × 8 13 土坑 3 より古

Ｐ 126 五角形 26 × 22 11 × 6 15 土坑 3 より古

Ｐ 127 方形 24 × 21 13 × 8 10 土坑 3 より古

Ｐ 128 不明 20 × (20) 19 × 9 土坑 3 より古

Ｐ 129 方形 33 × 20 10 × 6 18 土坑 3 より古

Ｐ 130 方形 27 × 23 11 × 5 21 土坑 3 より古

Ｐ 131 楕円形 48 × 40 19 × 12 35

Ｐ 132 方形 55 × 35 14 × 13 39

Ｐ 133 方形 24 × 22 20 × 13 26 土坑 13 より古

Ｐ 134 竪穴建物 P3

Ｐ 135 方形 29 × 29 20 × 16 64

Ｐ 136 方形 58 × 52 26 × 20 52

Ｐ 137 方形 28 × 28 18 × 11 31 土坑 12 より古

Ｐ 138 円形 31 × 28 9 × 5 22

Ｐ 139 掘立柱 P4

Ｐ 140 方形 24 × 21 9 × 9 34 土坑 12 より古

Ｐ 141 方形 52 × 48 26 × 24 39 土坑 12 より古
縄文土器 1

Ｐ 142 円形 15 × 14 5 × 5 6 土坑 13 より古

Ｐ 143 方形 19 × 17 12 × 12 31

Ｐ 144 円形 35 × 35 16 × 13 61

Ｐ 145 不明 (57) × (27) 46 × (19) 24 土坑 3 より古

Ｐ 146 方形 27 × 24 18 × 17 26 土坑 15 より古
打製石斧 1

Ｐ 147 方形 29 × 23 14 × 9 58 土坑 15 より古

Ｐ 148 方形 27 × 23 17 × 10 21 土坑 15 より古

Ｐ 149 方形 32 × 22 18 × 14 19 土坑 15 より古

Ｐ 150 方形 29 × 27 9 × 8 38 土坑 15 より古

Ｐ 151 方形 27 × 20 16 × 5 33 土坑 13 より古

Ｐ 152 方形 40 × 30 17 × 17 47 木炭窯 2 より新

Ｐ 153 方形 31 × 23 13 × 10 26 木炭窯 2 より新

Ｐ 154 方形 36 × 36 20 × 14 35 木炭窯 2 より新

Ｐ 155 楕円形 48 × 31 11 × 4 26 土坑 16 より新

Ｐ 156 三角形 34 × 32 17 × 9 34

Ｐ 157 不明 24 × (20) (18) × 10 40

Ｐ 158 方形 27 × 25 19 × 13 25 土坑 1 より古

Ｐ 159 方形 43 × 26 12 × 11 75 土坑 15 より古
縄文土器 1

Ｐ 160 方形 26 × 20 6 × 6 30 土坑 15 より古

Ｐ 161 方形 28 × 26 10 × 6 27 土坑 15 より古

Ｐ 162 方形 30 × 27 23 × 18 24 溝状 7 より古

Ｐ 163 方形 40 × 39 21 × 14 24 縄文土器 1

Ｐ 164 掘立柱 P1

Ｐ 165 方形 23 × 19 16 × 13 33

Ｐ 166 不明 40 × 39 14 × 9 35

Ｐ 167 方形 28 × 28 17 × 16 16 溝状 8 より古

Ｐ 168 方形 27 × 24 16 × 14 14 溝状 8 より古

Ｐ 169 方形 43 × 31 21 × 17 33 縄文土器 1

Ｐ 170 方形 47 × 40 24 × 12 41 カワラケ 1

Ｐ 171 方形 39 × 33 17 × 17 47 土坑 16 より古

Ｐ 172 方形 30 × 27 15 × 12 27 土坑 16 より古

Ｐ 173 方形 25 × 21 7 × 6 43 土坑 16 より古

Ｐ 174 台形 44 × 39 10 × 8 39 土坑 16 より古
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№ 平面形態 確認面 底面 深さ 備考

Ｐ 175 方形 49 × 42 15 × 7 29 土坑 16 より古

Ｐ 176 方形 33 × 31 19 × 7 41 土坑 12 より古

Ｐ 177 方形 21 × 21 13 × 11 28 土坑 12 より古

Ｐ 178 方形 20 × 20 12 × 11 27 土坑 12 より古

Ｐ 179 方形 26 × 18 10 × 10 13 土坑 12 より古

Ｐ 180 方形 28 × 23 14 × 12 19 土坑 12 より古

Ｐ 181 方形 29 × 25 18 × 15 14 土坑 12 より古

Ｐ 182 方形 29 × 25 9 × 7 46 土坑 12 より古

Ｐ 183 不明 35 × (19) 9 × 9 53 土坑 12 より古

Ｐ 184 不明 31 × (22) 17 × 12 44 土坑 12 より古

Ｐ 185 方形 40 × 23 17 × 12 25

Ｐ 186 隅丸方形 35 × 27 17 × 11 54 土坑 12 より新

Ｐ 187 方形 33 × 27 12 × 8 57 土坑 13 より古

Ｐ 188 不明 28 × (14) 15 × (10) 16 土坑 13 より古

Ｐ 189 円形 35 × 32 20 × 11 25 土坑 13 より古

Ｐ 190 方形 28 × 26 15 × 12 31 土坑 13 より古

Ｐ 191 不明 (39) × 28 (29) × 17 11 土坑 13 より古

Ｐ 192 方形 23 × 22 12 × 5 34 土坑 13 より古

Ｐ 193 不明 28 × (22) 11 × 8 47

Ｐ 194 方形 31 × 23 14 × 9 32 土坑 16 より古

Ｐ 195 不明 57 × (38) 11 × 6 53

Ｐ 196 隅丸方形 27 × 23 9 × 5 7 土坑 14 より古

Ｐ 197 不明 46 × (24) (18) × 18 46

Ｐ 198 方形 30 × 29 14 × 14 20

№ 平面形態 確認面 底面 深さ 備考

Ｐ 199 方形 22 × 19 19 × 13 48

Ｐ 200 掘立柱 P2

Ｐ 201 不明 (21) × (7) (18) × (6) 6 木炭窯 2 より新
縄文土器 1

Ｐ 202 不明 32 × (19) 14 × (11) 34

Ｐ 203 方形 52 × 32 24 × 15 48

Ｐ 204 方形 38 × 33 15 × 15 37

Ｐ 205 方形 37 × 36 20 × 14 49

Ｐ 206 五角形 30 × 29 19 × 18 64

Ｐ 207 不明 62 × (34) 26 × (26) 23

Ｐ 208 不明 37 × (22) 14 × 8 30 溝状 8 より古

Ｐ 209 方形 27 × 20 20 × 14 43

Ｐ 210 方形 34 × 25 19 × 16 21

Ｐ 211 方形 47 × 37 19 × 18 29

Ｐ 212 方形 30 × 27 11 × 9 36

Ｐ 213 不明 23 × (14) 6 × (4) 59 溝 5 より古

Ｐ 214 方形 27 × 27 21 × 16 23

Ｐ 215 不明 13 × (14) 17 × (6) 14

Ｐ 216 方形 30 × 27 12 × 11 25

Ｐ 217 方形 17 × 16 9 × 3 52 溝状 8 より古

Ｐ 218 方形 23 × 23 9 × 8 37 土坑 15 より古

Ｐ 219 方形 25 × 20 6 × 5 45 土坑 15 より古

Ｐ 220 方形 19 × 19 11 × 8 溝状 8 より古

図版
番号

掲載
番号 遺構名 種別・

器種 口径・長 底径・
幅 器高・厚 技法 / 文様 / その他 石材 /

推定生産地
推定年代・

時期
残存 /
備考

1 石器集中 1 石器・
調整剥片 4.87 1.84 1.28

重量 6.2g/ 右側辺は打点側、左側辺は末端側から剥片
剥離後、縦長剥片を剥離する。左側辺は打点側から側
辺に向かって調整されている。/ 注№ 1 

黒曜石 旧石器時代

2 石器集中 1 石器・
剥片 4.02 1.71 1.18 重量 4.9g/ 元礫面を打面とする。右側面を剥離後、縦

長剥片を剥離する。/ 注№ 2 黒曜石 旧石器時代

3 掘立柱建物跡
P3( 旧 P6)

土器・
カワラケ (14.6) 8.3 3.5

轆轤成形、回転糸切り / 内面見込みを横方向に指撫で
する。底面に板状圧痕 / 橙色 / 砂粒（～ 5 ㎜）/ 注№
P6 № 1

不明 14 世紀 1/2 以下
残存

4 掘立柱建物跡
P1( 旧 P164)

石器・
打製石斧 8.08 5.50 2.36 重量 114.3g/ 両極敲打技法による / 注№ P164 片岩 縄文時代 完形

５ 土坑 2 鉄製品・
刀子 (3.82) 1.38 1.00 重量 9.2g/ 鍛造 / 注№２D № 3 不明 不明 柄部のみ

6 土坑 2 鉄製品・
釘 (4.00) 0.94 0.68 重量 4.2g/ 鍛造 / 注№２D № 2 不明 不明 頭部欠

7 土坑 4 土器・
深鉢 ― ― ―

輪積み成形 / 隆帯両脇へ、細い半載竹管による押引き
文を平行して施文 / にぶい黄褐色 / 砂粒（～ 1 ㎜）多量、
輝石含む / 注№ 4D № 2

― 縄文中期・
狢沢 胴部片

8 土坑 10 土器・
深鉢 ― ― ―

輪積み成形 / 隆帯両脇へ、細い半載竹管による押引き
文を平行して施文 / 明赤褐色 / 砂粒（～ 3 ㎜）多量
/ 注№ 10D № 1

― 縄文中期・
狢沢 胴部片

40
図 ９ 土坑 12 銭貨・

銅貨
外径
2.36

孔径
0.68 0.14 重量 1.27g/ 鋳造 / 模鋳銭「開元通寶 ｣/ 注№ 12D № 2 不明 不明

10 溝状土坑 8 磁器・
丸碗 ― 4.2 ― 轆轤成形 / 染付け。見込み蛇の目釉剥ぎ。畳付無釉

/ 高台二重圏線、梅樹文 / 注№イモビツ 8 肥前 1750 ～
1860 底部片

11 溝 1 土器・
深鉢 ― ― ― 輪積み成形 / 隆帯両脇へ、細い半載竹管による押引き

文 / 褐色 / 砂粒（～ 2 ㎜）多量、雲母含む / 注№ M1 H4 ― 縄文中期・
狢沢 口縁部片

12 溝 1 土器・
深鉢 ― ― ― 輪積み成形 / 隆帯両脇へ、細い半載竹管による押引き

文 / 褐色 / 砂粒（～ 3 ㎜）多量、雲母含む / 注№ M1 H3 ― 縄文中期・
狢沢 口縁部片

13 溝 1
石器・

敲石、磨
石

10.64 5.72 3.40 重量 330.4g/ 表と裏面に一部磨り面が残るが、側面全
て敲打により凹凸になる。/ 注№ M1 閃緑岩 縄文時代 完形

14 溝 1 焼締め陶
器・甕 ― ― ― 紐積み成形 / 折り返し口縁 / にぶい赤褐色 / 砂粒（～

5 ㎜）/ 注№ M1 № 2 常滑 14 世紀 口縁部片

15 溝 1 焼締め陶
器・甕 ― ― ― 紐積み成形 / にぶい赤褐色 / 砂粒（～ 5 ㎜）/ 注№

M1H2 常滑 不明 胴部片

16 トレンチ 8 鉄製品・
釘 (6.54) 2.21 1.14 重量 21.2g/ 鍛造 / 皆折釘 / 注№ 8 トレ№ 1 ― 不明 下端部欠

17 トレンチ 2 銅製品・
銅線 5.22 1.28 2.00 重量 3.7g/ 二つ折り。両端部とも切断痕 / 注№ 2 トレ ― 不明

18 トレンチ 8 滓・碗形
鍛冶滓 (5.7) (4.3) 2.6 重量 72.6g/ 底面に土砂付着 / 注№ 8 トレ№ 2 ― 不明

19 トレンチ 3 銭貨・
銅貨 3.20 ― 0.26

重量 13.6g  鋳造 / 表面「二錢　五十枚　換一圓」裏
面「2SEN・大日本・明治十年・」（龍はいわゆる波ウ
ロコ）/ 注№ 3 トレ

明治 10 年
(1877) 完形

第 14 表　神明後遺跡第 41 地点出土遺物観察表　　( 単位㎝ )
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第 40 図　神明後遺跡第 41 地点出土遺物（1/1・2/3・1/4・1/6）
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附編　自然化学分析　
神明後遺跡第 41地点における樹種同定及び放射性炭素年代（AMS 測定）

株式会社古環境研究所

（株）加速器分析研究所
Ⅰ．樹種同定

１．はじめに

　木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質から、概ね属レベルの同定が可能であ

る。木材は、花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから、比較的近隣の森林植生の推定が可能であり、

遺跡から出土したものについては、木材の利用状況や流通を探る手がかりとなる。

　神明後遺跡第 41 地点の発掘調査では、中世以降とみられる層準において、土坑 16 基、ピット 214 基、溝５本

とともに２基の木炭窯が出土した。ここでは、木炭窯より検出された炭化材について樹種同定を行い、当時の木

材利用を検討した。

２．試料

  試料は、神明後遺跡第 41 地点において出土した木炭窯１と木炭窯２より検出された炭化材２点である。

３．方法

　試料を割折して新鮮な横断面（木口と同義）、放射断面（柾目と同義）、接線断面（板目と同義）の基本三断面の

切片を作製し、落射顕微鏡によって 50 ～ 1000 倍で観察した。同定は、解剖学的形質および現生標本との対比に

よって行った。

４．結果

　表１に結果を示し、主要な分類群の顕微鏡写真を図版に示す。以下に同定の根拠となった特徴を記す。

表 1　神明後遺跡における樹種同定結果

　 試料 　 　　　　　結果（学名／和名） 　

　 木炭窯１（木炭カマ１　Ｒ南） 　 Quercus sect. Prinus コナラ属コナラ節

　 木炭窯２（炭集中　Ｂ区） 　 Quercus sect. Aegilops コナラ属クヌギ節 　

コナラ属コナラ節　Quercus sect. Prinus　ブナ科　写真１

　横断面：年輪のはじめに大型の道管が、１～３配列する環孔材である。晩材部では薄壁で角張った小道管が、火

炎状に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。

　放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

　接線断面：放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織である。

　以上の形質よりコナラ属コナラ節に同定される。コナラ属コナラ節にはカシワ、コナラ、ナラガシワ、ミズナラ

があり、北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉高木で、高さ 15 ｍ、径 60cm ぐらいに達する。材は強靭で

弾力に富み、建築材などに用いられる。

コナラ属クヌギ節　Quercus sect. Aegilops　ブナ科　写真２

　横断面：年輪のはじめに大型の道管が、１～３配列する環孔材である。晩材部では厚壁で丸い小道管が、単独で

およそ放射方向に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。

　放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

　接線断面：放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織である。

　以上の形質よりコナラ属クヌギ節に同定される。コナラ属クヌギ節にはクヌギ、アベマキなどがあり、本州、四

国、九州に分布する。落葉の高木で、高さ 15 ｍ、径 60cm に達する。材は強靭で弾力に富み、器具、農具などに

用いられる。
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５．所見

　神明後遺跡第 41 地点で出土した２基の木炭窯より検出された炭化材について樹種同定を行った。その結果、木

炭窯１より出土した炭化材はコナラ属コナラ節、木炭窯２より出土した炭化材はコナラ属クヌギ節であった。コ

ナラ属コナラ節は、ミズナラなどの冷温帯落葉広葉樹林の主要構成要素や暖温帯性のナラガシワ、二次林要素で

もあるコナラなどが含まれる。コナラ属クヌギ節にはクヌギとアベマキがあり、温帯に広く分布する落葉高木で

ある。コナラ節やクヌギ節のコナラ亜属の木材は、概して弾力に富んだ強い材で、さらにコナラ属はアカガシ亜

属も含め薪炭によく用いられる材である。コナラ節もクヌギ節も二次林種でもあることから、二次林化した里山

の木材が使われたと考えられる。いずれの樹種も当時遺跡周辺に生育し、近隣地域よりもたらされたと考えられる。

参考文献

佐伯浩・原田浩（1985）針葉樹材の細胞．木材の構造，文永堂出版，p.20-48．

佐伯浩・原田浩（1985）広葉樹材の細胞．木材の構造，文永堂出版，p.49-100．

島地謙・伊東隆夫（1988）日本の遺跡出土木製品総覧，雄山閣，p.296．

山田昌久（1993）日本列島における木質遺物出土遺跡文献集成，植生史研究特別第１号，植生史研究会，p.242．

[#2847]
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Ⅱ．放射性炭素年代測定

１．はじめに

  放射性炭素年代測定は、光合成や食物摂取などにより生物体内に取り込まれた放射性炭素（14 Ｃ）の濃度が、放

射性崩壊により時間とともに減少することを利用した年代測定法である。樹木や種実などの植物遺体、骨、貝殻、

土壌、土器付着炭化物などが測定対象となり、約６万年前までの年代測定が可能である。

　ここでは、神明後遺跡第 41 地点の発掘調査において出土した２基の木炭窯の年代を明らかにする目的で、そ

れぞれの木炭窯より出土した炭化物を対象に加速器分析法による放射性炭素年代測定を実施した。

２．試料と方法

測定試料は、中世以降とされる木炭窯１と木炭窯２より出土した炭化物２点である。測定試料の情報、調製デー

タは表１のとおりである。試料は調製後、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、コンパクト AMS：NEC 製 1.5SDH）

を用いて測定した。得られた 14C 濃度について同位体分別効果の補正を行った後、14C 年代、暦年代を算出した。

表１　測定試料及び処理

試料名 地点 対象物 前処理・調整  測定法

№１ 第 41 地点、木炭窯１ 炭化材 超音波洗浄，酸－アルカリ－酸処理 ＡＭＳ

№２ 第 41 地点、木炭窯２ 炭化材 超音波洗浄，酸－アルカリ－酸処理 ＡＭＳ

※ AMS（Accelerator Mass Spectrometry）は加速器質量分析法

３．測定結果

表２に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ13C）、同位体分別効果の補正を行って暦年較正に用

いた年代値、慣用に従って年代値、誤差を丸めて表示した 14C 年代、14C 年代を暦年代に較正した年代範囲を示す。

また、図 1 には暦年較正結果を示す。暦年較正に用いた年代値は年代値、誤差を丸めていない値であり、今後暦

年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために記載した。
14C 年代は AD1950 年を基点にして何年前かを示した年代である。14C 年代（年 BP）の算出には、14C の半減期

として Libby の半減期 5568 年を使用した。また、付記した 14C 年代誤差（±1σ）は、測定の統計誤差、標準偏

差等に基づいて算出され、試料の 14C 年代がその 14C 年代誤差内に入る確率が 68.2％であることを示すものである。

なお、暦年較正の詳細は以下の通りである。

暦年較正とは、大気中の 14C 濃度が一定で半減期が 5568 年として算出された 14C 年代に対し、過去の宇宙線強

度や地球磁場の変動による大気中の 14C 濃度の変動、及び半減期の違い（14C の半減期 5730±40 年）を較正して、

より実際の年代値に近いものを算出することである。
14C 年代の暦年較正には OxCal3.10（較正曲線データ：IntCal09）を使用した。なお、１σ 暦年代範囲は、OxCal

の確率法を使用して算出された 14C 年代誤差に相当する 68.2％信頼限界の暦年代範囲であり、同様に２σ 暦年代範

囲は 95.4％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、その範囲内に暦年代が入る確率を意味する。

グラフ中の縦軸上の曲線は 14C 年代の確率分布を示し、二重曲線は暦年較正曲線を示す。

表２　測定結果

試料名 測定№ δ 13 Ｃ 暦年較正用年代 14 Ｃ年代 暦年代（西暦）

　 （PED-） （‰） （年 BP） （年 BP） １σ（68.2％確率） ２σ（95.4％確率）

№１ 17587 -26.79 ± 0.25 558 ± 18 560 ± 20
AD1325-1345（24.9％） 
AD1395-1415（43.3％）

AD1310-1360（41.6％）   
AD1390-1420（53.8％）

№２ 17588 -28.37 ± 0.19 600 ± 18 600 ± 20
AD1305-1330（26.8％）   
AD1335-1360（28.9％）
AD1385-1400（12.4％）

AD1300-1370（74.2％）   
AD1380-1410（21.2％）

BP：Before Physics（Present），BC：紀元前，AD：紀元
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４．所見

　神明後遺跡第 41 地点で検出された木炭窯２基について、加速器質量分析法（AMS 法）により放射性炭素年代測

定を行った。その結果、木炭窯１では 560 ± 20 年 BP（２σ の暦年代で AD1310 ～ 1360 年、AD1390 ～ 1420 年）

木炭窯２では 600 ± 20 年 BP（同 AD1300 ～ 1370 年、AD1380 ～ 1410 年）の年代値が得られた。

文献

Bronk Ramsey C. (1995)Radiocarbon Calibration and Analysis of Stratigraphy,The OxCal Program, Radiocarbon, 37(2), 425-430.

Bronk Ramsey C. （2001）Development of the Radiocarbon Program OxCal, Radiocarbon, 43 (2A), 355-363.

Paula J Reimer et al., (2004) IntCal 04 Terrestrial radiocarbon age calibration, 26-0 ka BP. Radiocarbon 46, 1029-1058.

尾嵜大真（2005）INTCAL98 から IntCal04 へ．学術創成研究費 弥生農耕の起源と東アジア№３－炭素年代測定による高精度編年体系

の構築－，p.14-15．

中村俊夫（2000）放射性炭素年代測定法の基礎．日本先史時代の 14C 年代 , 3-20．
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神明後遺跡第 41 地点のローム層層序対比
パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

ふじみ野市に所在する神明後遺跡は、武蔵野台地北部を構成する台地の一つである大井台に位置する。大井台

は、それぞれ南西 - 北東方向に流下して荒川低地に注ぐ、台地北側の福岡江川と台地南側の砂川堀の 2 本の河川に

挟まれた低位の段丘であり、段丘内にはそれら 2 本の河川と平行して、さかい川が流れている。福岡江川の左岸

側および砂川堀の右岸側の各段丘は、大井台よりも 5m ほど高い段丘が広がっている。久保 (1988) や貝塚ほか編

(2000) などによる地形分類図では、大井台は立川面に区分されており、その両側の高位段丘は武蔵野面の M2 面

に区分されている。なお、立川面については、上位より約 4 万年前の Tc1 面、約 3 ～ 2 万年前の Tc2 面、約 2 ～

1.5 万年前の Tc3 面に細分されている ( 貝塚ほか編 ,2000) が、大井台の立川面の詳細な地形面対比は確認されてい

ない。神明後遺跡は、さかい川右岸の大井台平坦面上に位置している。

神明後遺跡第 41 地点の発掘調査では、立川ローム層の標準層位のⅣ層に相当するとされた層位より、黒曜石製

の石器が出土したことから、その層序の確立が課題とされている。本報告では、発掘調査で検出されたローム層を

対象として重鉱物・火山ガラス比分析を行うことにより、神明後遺跡第 41 地点における立川ローム層の層序対比

を行う。重鉱物分析では、当社による武蔵野台地の立川ローム層の多くの分析例と比較することにより、層序の詳

細な対比が可能である。また、火山ガラス比分析では、立川ローム層中に堆積する火山ガラス質テフラである立川

ローム層上部ガラス質火山灰 (UG: 山崎 ,1978) と姶良 Tn 火山灰 (AT; 町田・新井 ,1976) の各テフラに由来する火山

ガラスの量比の層位的な変化を求め、その降灰層準を推定し、対比指標とする。

1. 試料

試料は、プレ基本土層という名称で作成された断面の東西断面より採取された。断面は、検出面より深度約

1.4m まであり、発掘調査所見により、立川ローム層の標準層位に従った層位名が付され、上位より、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、

Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ a、Ⅸ b、Ⅹの各層が分層されている。Ⅲ層は多孔質なロームからなるいわゆるソフトローム層であり、

Ⅴ、Ⅶ、Ⅸ a、Ⅸ b の各層は、色調の暗い層位いわゆる暗色帯に相当する。分析時の観察では、Ⅸ a 層の試料が最

も暗い色調を呈し、Ⅶ層はそれよりやや明るく、Ⅴ層とⅨ b 層は同程度でⅦ層よりもやや明るい。

試料は、Ⅲ層とされた検出面から断面最下部のⅩ層まで厚さ 5cm で連続に、試料番号 1 ～ 28 までの 28 点が採

取された。各試料の採取層位は、分析結果を呈示した図 1 に柱状図として併記する。

本分析では、立川ローム層の明瞭な対比指標の一つとして知られている標準層位のⅤ層直上に認められる輝石の

量比の層位的な極大層準 ( 小林ほか ,1971) の検出を目的として試料番号 8、10、12 の 3 点を対象に重鉱物分析を

行い、UG の検出を目的として試料番号 1、3、AT の検出を目的として、試料番号 14、16、18 の合計 5 点の試料

を対象に火山ガラス比分析を行う。

2. 分析方法

試料約 40g に水を加え、超音波洗浄装置を用いて粒子を分散し、250 メッシュの分析篩上にて水洗して粒径が

1/16mm より小さい粒子を除去する。乾燥させた後、篩別して、得られた粒径 1/4mm 1/8mm の砂分を、ポリタ

ングステン酸ナトリウム ( 比重約 2.96 に調整 ) により重液分離し、得られた重鉱物を偏光顕微鏡下にて 250 粒に

達するまで同定する。同定の際、不透明な粒については、斜め上方からの落射光下で黒色金属光沢を呈するものの

みを「不透明鉱物」とする。「不透明鉱物」以外の不透明粒および変質等で同定の不可能な粒は「その他」とする。

火山ガラス比分析は、重液分離により得られた軽鉱物中の火山ガラスとそれ以外の粒子を、偏光顕微鏡下にて

250 粒に達するまで計数し、火山ガラスの量比を求める。火山ガラスは、その形態によりバブル型、中間型、軽石

型の 3 つの型に分類する。各型の形態は、バブル型は薄手平板状あるいは泡のつぎ目をなす部分であるＹ字状の

高まりを持つもの、中間型は表面に気泡の少ない厚手平板状あるいは塊状のもの、軽石型は表面に小気泡を非常に

多く持つ塊状および気泡の長く延びた繊維束状のものとする。

3. 結果

結果を表 1、図 1 に示す。重鉱物組成は試料番号 8、10、12 の 3 点ともにほぼ同様であり、斜方輝石が最も多
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く、少量のカンラン石、単斜輝石および不透明鉱物を含む組成である。3 点のなかで詳細に見るならば、試料番号

10 はカンラン石が他の 2 点よりも多く、試料番号 12 は斜方輝石が他の 2 点よりも多い。

火山ガラス比では、試料番号 1 と試料番号 3 に微

量の中間型と軽石型が含まれ、試料番号 14、16、18

には中量～少量のバブル型火山ガラスが含まれる。試

料番号 1 と試料番号 3 を比較すると、中間型と軽石

型の量比が極めて僅かであるが下位の試料の方が少な

く、また供伴するバブル型は下位の試料の方が多い。

試料番号 14、16、18 の 3 点間の比較では、バブル

型火山ガラスは明らかに下位ほど少なくなっている。

表 1.　重鉱物 ・火山ガラス比分析結果
層名 試

料
番
号

カン
ラン
石

斜
方
輝
石

単
斜
輝
石

角
閃
石

不
透
明
鉱
物

そ
の
他

合
計

バ
ブ
ル
型
火
山
ガラ
ス

中
間
型
火
山
ガラ
ス

軽
石
型
火
山
ガラ
ス

そ
の
他

合
計

Ⅲ 1 － － － － － － 0 2 8 9 231 250
3 － － － － － － 0 8 7 4 231 250

Ⅳ 8 20 145 42 0 42 1 250 － － － － 0
Ⅳ -
Ⅴ

10 31 148 39 0 32 0 250 － － － － 0

Ⅴ 12 17 164 38 3 25 3 250 － － － － 0
Ⅵ 14 － － － － － － 0 53 0 10 187 250
Ⅶ 16 － － － － － － 0 39 0 1 210 250

18 － － － － － － 0 20 0 6 224 250

4. 考察

武蔵野台地の立川ローム層において対比指標となる重鉱物組成の層位的な変化は、カンラン石と斜方輝石の量比が

負の相関関係によって変化することにより認識される。しかし、今回の分析のように斜方輝石の 60% 前後の量比に

対してカンラン石が 10% 前後という一方的な組成では、互いの量比の変化は認め難い。このようにカンラン石が低

率である重鉱物組成を示す立川ローム層の例は、浦和市以北の大宮台地における立川ローム層上半部に認めることが

できる。堀口・河原塚 (1979) は、これを「大里ローム層」とよび、斜方輝石と単斜輝石の両輝石の由来を浅間火山

の噴出物であると考え、大里ローム層は浅間火山の噴出物からなる火山灰層であるとした。現在では、ローム層は、

噴火時に降り積もった火山灰層ではなく、噴火時の火山灰と噴火の休止期に堆積した火山噴出物を主体とする風成塵

の両者が母材となって形成された累積成の土壌であると考えられている ( 例えば鈴木 1995 など ) から、大里ローム

層は、浅間火山の噴出物を主体とする風成塵を母材とする土壌であると考えることができる。地形区分上は武蔵野台

地上に位置する神明後遺跡ではあるが、浅間火山と富士山の両火山との地理的位置を考慮すると、Ⅴ層からⅣ層にか
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けてのローム層は、大宮台地の大里ローム層と同様に浅間火山の噴出物を主たる母材としていると考えられる。そ

のために、富士山の噴出物を主たる母材とする標準的な武蔵野台地の立川ローム層の重鉱物組成とは異なる組成を

示していると考えられる。したがって、今回の分析結果からは、標準層位のⅤ層直上の輝石の極大層準を見出すこ

とはできない。ただし、より詳細な試料間隔による分析とより広範な層位における重鉱物組成の層位的変化を確認

することができれば、対比指標に相当する重鉱物組成が見出せる可能性はあると考えられる。

火山ガラス比分析では、Ⅵ層に多く含まれ、そこから下位に向かって減少するバブル型火山ガラスが検出された。

この火山ガラスは、形態と産出層位から、AT に由来すると考えられる。土壌中に特定テフラが混交して産出する

場合は、テフラ最濃集部の下限がそのテフラの降灰層準にほぼ一致すると考えられている ( 早津 (1988)。今回の

分析では最濃集部はおそらく試料番号 14 付近と考えられるから、その下限は試料番号 16 付近とされる。これに

従えば、AT の降灰層準は、試料番号 16 付近すなわちⅦ層上部に推定される。これまでの当社における武蔵野台

地のローム層の分析例では、標準層位のⅥ層とⅦ層の層界ないしはⅦ層の最上部に AT の降灰層準が推定されるこ

とが多い。また、当社では、大井台上に位置する本村遺跡および砂川堀右岸の武蔵野面上に位置する東台遺跡にお

いて火山ガラス比分析による AT の降灰層準を推定しているが、これらの例においてもⅦ層の最上部付近に推定さ

れた。これらを標準とすれば、今回の断面におけるⅥ層とⅦ層は、ほぼ標準層位のⅥ層とⅦ層に対比されると考え

て良い。

なお AT の噴出年代は、80 年代後半から 90 年代にかけて行われた放射性炭素年代測定 ( 例えば松本ほか

(1987)、村山ほか (1993)、池田ほか (1995) など ) や 2000 年代に行われた放射性炭素年代測定 ( 宮入ほか (2001)、

Miyairi et al(2004) など ) から、放射性炭素年代ではおよそ 2.5 万年前頃にまとまる傾向にある。一方、最近の海

底コアにおける AT の発見から、その酸素同位体ステージ上における層準は、酸素同位体ステージ 2 と 3 との境界

付近またはその直前にあるとされ、その年代観は 2.5 ～ 3.2 万年前におよぶとされている ( 町田・新井 ,2003)。町田・

新井 (2003) は、AT の放射性炭素年代を暦年に換算することがまだ困難であると述べているが、上述の海底コアの

年代観も考慮すれば、暦年ではおそらく 2.6 ～ 2.9 万年前頃になるであろうとしている。

試料番号 1 と試料番号 3 に微量認められた中間型および軽石型火山ガラスは、その形態と産出層位から UG に由

来すると考えられる。今回の火山ガラスの産状では、濃集層準を認めることはできないが、試料番号 1 から試料

番号 3 に向けて僅かでも減少することから、濃集層準は試料番号 1 よりも上位にあると考えられる。したがって、

今回の断面における UG の降灰層準も、試料番号 1 以上の層位に推定される。これまでの分析例では、UG の降灰

層準は、標準層位のⅢ層上部に推定されることが多いから、今回の断面におけるⅢ層も、標準層位のⅢ層にほぼ対

比されると考えられる。

以上に述べた今回の断面のⅢ層とⅥ層およびⅦ層の対比結果から、重鉱物組成では対比のできなかった、その間

に挟まれるⅣ層とⅤ層も、標準層位の同名層にほぼ対比されると考えて良い。今後は、大井台における分析例を蓄

積し、大井台の立川ローム層における重鉱物組成の層位的変化を確認して、より詳細で確実な対比を検討する必要

がある。
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61写真図版松山遺跡第 54 地点 (1)

松山遺跡第 54 地点 H37 号住居跡全景

松山遺跡第 54 地点 H37 号住居跡遺物出土状況 松山遺跡第 54 地点 H37 号住居跡竈遺物出土状況

松山遺跡第 54 地点 H37 号住居跡竈完掘 松山遺跡第 54 地点 H37 号住居跡完掘

1



写真図版62 松山遺跡第 54 地点 (2)2

松山遺跡第 54 地点 H38 号住居跡

松山遺跡第 54 地点 H39 号住居跡完掘



63写真図版松山遺跡第 54 地点 (3) 3

松山遺跡第 54 地点 H39 号住居跡遺物出土状況 松山遺跡第 54 地点 H39 号住居跡遺物出土状況

松山遺跡第 54 地点 H39 号住居跡竈遺物出土状況 松山遺跡第 54 地点 H39 号住居跡竈完掘

松山遺跡第 54 地点 H39 号住居跡粘土溜 松山遺跡第 54 地点 H39 号住居跡完掘

松山遺跡第 54 地点調査区全景 松山遺跡第 54 地点調査風景



写真図版64 松山遺跡第 54 地点 (4)4

松山遺跡第 54 地点 H37 号住居跡出土遺物 No.2 松山遺跡第 54 地点 H37 号住居跡出土遺物 No.4・6

松山遺跡第 54 地点出土遺物 No.1・3・5・9 ～ 11 松山遺跡第 54 地点 H37 号住居跡出土遺物 No.7・8

松山遺跡第 54 地点 H39 号住居跡出土遺物 No.14 松山遺跡第 54 地点 H39 号住居跡出土遺物 No.15

松山遺跡第 54 地点 H39 号住居跡出土遺物 No.19 松山遺跡第 54 地点 H39 号住居跡出土遺物 No.21
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4

6



65写真図版松山遺跡第 54 地点 (5)、東久保遺跡第 68 地点 (1) 5

松山遺跡第 54 地点 H39 号住居跡出土遺物 No.17 松山遺跡第 54地点出土遺物No.12・13・16・20・22

松山遺跡第 54 地点遺構外出土遺物 No.18 松山遺跡第 54 地点遺構外出土遺物 No.23

東久保遺跡第 68 地点全景 東久保遺跡第 68 地点集石土坑 1

東久保遺跡第 68 地点集石土坑 1 東久保遺跡第 68 地点集石土坑 1 完掘

H39 号住居跡 遺構外 

12

13 20 16
22



写真図版66 東久保遺跡第 68 地点 (2)

東久保遺跡第 68 地点溝 1・2 東久保遺跡第 68 地点柵列

6

東久保遺跡第 68 地点溝 1 土層 東久保遺跡第 68 地点溝 1・2 土層

東久保遺跡第 68 地点溝状土坑 1・2 東久保遺跡第 68 地点作業風景

東久保遺跡第 68 地点作業風景 東久保遺跡第 68 地点出土遺物

溝 1 遺構外 

1
2

3

4



67写真図版神明後遺跡第 41 地点 (1) 7

神明後遺跡第 41 地点全景 ( 北から )

神明後遺跡第 41 地点全景 ( 西から )



写真図版68 神明後遺跡第 41 地点 (2)8

神明後遺跡第 41 地点基本土層 神明後遺跡第 41 地点石器集中

神明後遺跡第 41 地点石器集中調査風景 神明後遺跡第 41 地点集石

神明後遺跡第 41 地点集石完掘 神明後遺跡第 41 地点掘立柱建物 1

神明後遺跡第 41 地点掘立柱建物 1 神明後遺跡第41地点掘立柱建物1ピット3遺物出土状況



69写真図版神明後遺跡第 41 地点 (3) 9

神明後遺跡第 41 地点木炭窯 1

神明後遺跡第 41 地点木炭窯 2

神明後遺跡第 41 地点木炭窯 1 焚口

神明後遺跡第 41 地点木炭窯 1 木炭層・煙道

神明後遺跡第 41 地点木炭窯 1

神明後遺跡第 41 地点竪穴建物 1



写真図版70 神明後遺跡第 41 地点 (4)10

神明後遺跡第 41 地点竪穴建物 1 神明後遺跡第 41 地点土坑 1

神明後遺跡第 41 地点土坑 2 神明後遺跡第 41 地点土坑 3

神明後遺跡第 41 地点土坑 4 神明後遺跡第 41 地点土坑 6

神明後遺跡第 41 地点土坑 7 神明後遺跡第 41 地点土坑 10



71写真図版神明後遺跡第 41 地点 (5)

神明後遺跡第 41 地点土坑 11 神明後遺跡第 41 地点土坑 12

神明後遺跡第 41 地点土坑 13 神明後遺跡第 41 地点土坑 14

神明後遺跡第 41 地点土坑 15 神明後遺跡第 41 地点土坑 16

神明後遺跡第 41 地点土坑 1、12、14 神明後遺跡第 41 地点土坑 10、11

11



写真図版72 神明後遺跡第 41 地点 (6)12

神明後遺跡第 41 地点土坑 12、14 神明後遺跡第 41 地点溝状土坑 1

神明後遺跡第 41 地点溝状土坑 2 神明後遺跡第 41 地点溝状土坑 3 ～ 5

神明後遺跡第 41 地点溝状土坑 6 神明後遺跡第 41 地点溝状土坑 7

神明後遺跡第 41 地点溝状土坑 8 神明後遺跡第 41 地点溝状土坑 9



73写真図版神明後遺跡第 41 地点 (7) 13

神明後遺跡第 41 地点溝 1

神明後遺跡第 41 地点溝 1 遺物出土状況

神明後遺跡第 41 地点溝 3

神明後遺跡第 41 地点溝 4 神明後遺跡第 41 地点溝 5( 南から )

神明後遺跡第 41 地点溝 1

神明後遺跡第 41 地点溝 2



写真図版74 神明後遺跡第 41 地点 (8)14

神明後遺跡第 41 地点溝 6

神明後遺跡第 41 地点溝 5( 北から ) 神明後遺跡第 41 地点溝 7

神明後遺跡第 41 地点調査風景 神明後遺跡第 41 地点調査風景

神明後遺跡第 41 地点調査風景 神明後遺跡第 41 地点調査風景



75写真図版神明後遺跡第 41 地点 (9) 15

神明後遺跡第 41 地点出土遺物 No.1 神明後遺跡第 41 地点出土遺物 No.2

神明後遺跡第41地点出土遺物No.5～8・10～12・14・16～18 神明後遺跡第 41 地点出土遺物

神明後遺跡第 41 地点出土遺物 No.15 神明後遺跡第 41 地点出土遺物 No.4・13

神明後遺跡第 41 地点出土遺物 No.9 神明後遺跡第 41 地点遺構外出土遺物 No.19

5
6

5

7 8

10

11

12

4 13

14

16 17

18

土坑 2 土坑 4 土坑 10 溝状土坑 8

溝 1 遺構外
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所 収 遺 跡 地 点 名

所  在  地 

市 町 村

コ ー ド
北緯 調査開始

調査

面積
調査原因

遺 跡

コ ー ド
東経 調査終了 ㎡ 調査担当者

種別 // 主な時代・主な遺構・主な遺物

特記事項

松
まつやま

山 遺跡

第 54 地点

埼
さいたまけんふじみのしつきじ

玉県ふじみ野市築地 3 丁目 1-6

112453 35°52′22″ 20101004
540

宅地造成

25-010 139°31′46″ 20101105 越村篤

集落跡 // 奈良時代・竪穴住居跡 3 軒・須恵器、土師器、石器、鉄釘、銭貨

古代集落の南西部にあたり、本遺跡では住居跡が比較的集中して検出された。H39 号住居跡の

竈は土師器甕を利用する。

東
ひがしくぼ

久 保遺跡

第 68 地点

埼
さ い た ま け ん ふ じ み の し ふ じ み の

玉県ふじみ野市ふじみ野 2 丁目

18-13

112453 35°51′48″ 20101122
791

分譲住宅建設

30-009 139°30′52″ 20101126 越村篤

集落跡 // 縄文時代・集石土坑 1 基・縄文土器 / 近世・溝 4 条、柵列・縄文土器、縄文時代石器、

近世陶磁器

本遺跡における縄文時代の集石土坑は合計 6 ヵ所で 15 基検出。いずれも本遺跡より北側に分

布する。周辺で縄文時代の遺構分布を検討していく必要がある。溝は隣接する 6・64 地点から

連続する土地境の溝。

神
しんめいうしろ

明 後 遺跡

第 41 地点

埼
さいたまけんふじみのしなえましんめいうしろ

玉 県 ふ じ み 野 市 苗 間 神 明 後

298-1、299-1 の各一部

112453 35°51′39″ 20100615
486

共同住宅建設

30-041 139°31′42″ 20100721 高崎直成

集落跡 // 旧石器時代・石器集中 1/ 集石土坑 1 基 / 中世・木炭窯 2 基、掘立柱建物跡 1 棟、竪

穴建物 1 棟、土坑 13 基、ピット 214 基、溝 2 条・中世陶磁器、カワラケ、銭貨、鉄製品 / 近

世以降溝 5 条、溝状遺構 11 基・近世陶磁器・銭貨

区画溝で囲われた中世屋敷地。掘立柱建物跡からは板状圧痕のある14世紀代のカワラケが出土。

西側の第 2 地点と同一形態の竪穴建物を検出した。木炭窯や土坑群等中世遺構を検討するうえ

で貴重な調査。旧石器時代の遺構は本遺跡初検出。

報告書抄録
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